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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するための方法であって、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからア
ップリンクリソース許可を受信することと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定することと、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記サブフレ
ーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える第１のＴ
ＴＩである、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信することと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレームを備え
る、
　前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において指定されたリソースを介して
前記ネットワークエンティティに通信を送信することと
を備え、前記通信を送信することは、前記第２のアップリンクリソース許可において指定
された前記リソースを介した通信の送信よりも、前記第１のＴＴＩに関係する前記アップ
リンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信を優先させるこ
とを備える、方法。
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【請求項２】
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、請
求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分内の１
つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数のＲ
Ｂグループの各々は、複数のＲＢを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、請求項４に記載の方法。
【請求項７】
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、請求項４に記載の方法。
【請求項８】
　前記アップリンクリソース許可の構成された開始オフセットまたはシステム帯域幅のう
ちの少なくとも１つに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定する
ことをさらに備える、請求項４に記載の方法。
【請求項９】
　シンボルタイプに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するこ
とをさらに備え、前記シンボルタイプが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のため
に構成可能な第１のタイプ、またはＳＲＳ送信のために構成可能ではない第２のタイプを
備える、請求項４に記載の方法。
【請求項１０】
　前記アップリンクリソース許可を受信することは、多段階リソース許可の一部であり、
第１段階の許可が変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコ
ーディング情報のうちの少なくとも１つを含み、第２段階の許可が新規データインジケー
タ、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ
、復調基準信号サイクリックシフト、ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期
的チャネル状態情報トリガリングインジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可
における割り振られたリソースの指示、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも
１つを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定することをさらに備
え、前記通信を送信することが、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算されたＴＢ
Ｓに少なくとも部分的に基づく、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リ
ソースを介した前記通信と並行して、前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンクリ
ソース許可において指定された前記リソースを介して前記ネットワークエンティティに他
の通信を送信することをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
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　優先させることは、前記ＴＴＩまたは前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンク
リソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信をドロップすることを
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記第２のアップリンクリソース許可は、ロングタームエボリューションにおいて、物
理アップリンク制御チャネル、物理アップリンク共有チャネル、またはサウンディング基
準信号のうちの１つに対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　前記ＴＴＩにわたるチャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にする
ために、前記アップリンクリソース許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複
数の変調シンボルをパンクチャすることをさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、１つまたは複数の決定された値を有する、請求
項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、請求項１５に記載の方法。
【請求項１８】
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのユーザ機器であって、
　トランシーバと、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバスを介して前記トランシーバと
通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバと
通信可能に結合されたメモリと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　前記トランシーバを介して、前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネッ
トワークエンティティからアップリンクリソース許可を受信することと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定することと、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記サブフレ
ーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える第１のＴ
ＴＩである、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信することと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレームを備え
る、
　前記トランシーバを介して、前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において
指定されたリソースを介して前記ネットワークエンティティに通信を送信することと
　を行うように動作可能であり、前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
前記第２のアップリンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送
信よりも、前記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定され
た前記リソースを介した通信の送信を優先させることによって、前記通信を、少なくとも
部分的に、送信するように動作可能である、ユーザ機器。
【請求項１９】
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、請
求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項２０】
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（



(4) JP 6342580 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項２１】
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分内の１
つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数のＲ
Ｂグループの各々は、複数のＲＢを備える、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項２２】
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、請求項２１に記載のユー
ザ機器。
【請求項２３】
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、請求項２１に記載のユーザ機器。
【請求項２４】
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、請求項２１に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記アップリンクリソース許可
の構成された開始オフセットまたはシステム帯域幅のうちの少なくとも１つに基づいて、
前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するようにさらに動作可能である、請
求項２１に記載のユーザ機器。
【請求項２６】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、シンボルタイプに基づいて、前
記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するようにさらに動作可能であり、前記
シンボルタイプが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために構成可能な第１のタ
イプ、またはＳＲＳ送信のために構成可能ではない第２のタイプを備える、請求項２１に
記載のユーザ機器。
【請求項２７】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、多段階リソース許可の一部とし
て前記アップリンクリソース許可を受信するように動作可能であり、第１段階の許可が変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のう
ちの少なくとも１つを含み、第２段階の許可が新規データインジケータ、ハイブリッド自
動再送／要求（ＨＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイ
クリックシフト、ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報
トリガリングインジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られ
たリソースの指示、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む、請求項
１８に記載のユーザ機器。
【請求項２８】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、トランスポートブロックサイズ
（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定し、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算され
たＴＢＳに少なくとも部分的に基づいて前記通信を送信するようにさらに動作可能である
、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項２９】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記トランシーバを介して、前
記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リソー
スを介した前記通信と並行して、前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンクリソー
ス許可において指定された前記リソースを介して前記ネットワークエンティティに他の通
信を送信するようにさらに動作可能である、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項３０】
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　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記ＴＴＩまたは前記第２のＴ
ＴＩの間に前記第２のアップリンクリソース許可において指定された前記リソースを介し
た通信の送信をドロップすることによって、通信の前記送信を、少なくとも部分的に、優
先させるように動作可能である、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項３１】
　前記第２のアップリンクリソース許可は、ロングタームエボリューションにおいて、物
理アップリンク制御チャネル、物理アップリンク共有チャネル、またはサウンディング基
準信号のうちの１つに対応する、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項３２】
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記ＴＴＩにわたるチャネル推
定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にするために、前記アップリンクリソー
ス許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複数の変調シンボルをパンクチャす
るようにさらに動作可能である、請求項１８に記載のユーザ機器。
【請求項３３】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、１つまたは複数の決定された値を有する、請求
項３２に記載のユーザ機器。
【請求項３４】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、請求項３２に記載のユーザ機器。
【請求項３５】
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのユーザ機器であって、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからア
ップリンクリソース許可を受信するための手段と、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定するための手段と、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記サ
ブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える第
１のＴＴＩである、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信するための手段と、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定するための手段と、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレーム
を備える、
　前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において指定されたリソースを介して
前記ネットワークエンティティに通信を送信するための手段と
を備え、送信するための前記手段は、前記第２のアップリンクリソース許可において指定
された前記リソースを介した通信の送信よりも、前記第１のＴＴＩに関係する前記アップ
リンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信を優先させるこ
とによって、少なくとも部分的に、前記通信を送信する、ユーザ機器。
【請求項３６】
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、請
求項３５に記載のユーザ機器。
【請求項３７】
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、請求項３５に記載のユーザ機器。
【請求項３８】
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分内の１
つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数のＲ
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Ｂグループの各々は、複数のＲＢを備える、請求項３５に記載のユーザ機器。
【請求項３９】
　前記アップリンクリソース許可を受信するための前記手段は、多段階リソース許可の一
部として前記アップリンクリソース許可を受信し、第１段階の許可が変調およびコーディ
ング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも１
つを含み、第２段階の許可が新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（Ｈ
ＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト、
ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングイン
ジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指示
、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む、請求項３５に記載のユー
ザ機器。
【請求項４０】
　トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定するための手段をさ
らに備え、送信するための前記手段が、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算され
たＴＢＳに少なくとも部分的に基づいて前記通信を送信する、請求項３５に記載のユーザ
機器。
【請求項４１】
　前記ＴＴＩにわたるチャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にする
ために、前記アップリンクリソース許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複
数の変調シンボルをパンクチャするための手段をさらに備える、請求項３５に記載のユー
ザ機器。
【請求項４２】
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのコンピュータ実行可能コードを備える
非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからア
ップリンクリソース許可を受信するためのコードと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定するためのコードと、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記
サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える
第１のＴＴＩである、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信するためのコードと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定するためのコードと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレー
ムを備える、
　前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において指定されたリソースを介して
前記ネットワークエンティティに通信を送信するためのコードと
を備え、送信するための前記コードは、前記第２のアップリンクリソース許可において指
定された前記リソースを介した通信の送信よりも、前記第１のＴＴＩに関係する前記アッ
プリンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信を優先させる
ことによって、少なくとも部分的に、前記通信を送信する、非一時的コンピュータ可読記
憶媒体。
【請求項４３】
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、請
求項４２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４４】
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
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【請求項４５】
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分内の１
つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数のＲ
Ｂグループの各々は、複数のＲＢを備える、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ可
読記憶媒体。
【請求項４６】
　前記アップリンクリソース許可を受信するための前記コードは、多段階リソース許可の
一部として前記アップリンクリソース許可を受信し、第１段階の許可が変調およびコーデ
ィング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも
１つを含み、第２段階の許可が新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（
ＨＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト
、ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングイ
ンジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指
示、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む、請求項４２に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４７】
　トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定するためのコードを
さらに備え、送信するためのコードが、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算され
たＴＢＳに少なくとも部分的に基づいて前記通信を送信する、請求項４２に記載の非一時
的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４８】
　前記ＴＴＩにわたるチャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にする
ために、前記アップリンクリソース許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複
数の変調シンボルをパンクチャするためのコードをさらに備える、請求項４２に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項４９】
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、請求項３８に記載のユー
ザ機器。
【請求項５０】
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、請求項３８に記載のユーザ機器。
【請求項５１】
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、請求項３８に記載のユーザ機器。
【請求項５２】
　前記アップリンクリソース許可の構成された開始オフセットまたはシステム帯域幅のう
ちの少なくとも１つに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定する
ための手段をさらに備える、請求項３８に記載のユーザ機器。
【請求項５３】
　シンボルタイプに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するた
めの手段をさらに備え、前記シンボルタイプが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信
のために構成可能な第１のタイプ、またはＳＲＳ送信のために構成可能ではない第２のタ
イプを備える、請求項３８に記載のユーザ機器。
【請求項５４】
　前記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リ
ソースを介した前記通信と並行して、前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンクリ
ソース許可において指定された前記リソースを介して前記ネットワークエンティティに他
の通信を送信するための手段をさらに備える、請求項３５に記載のユーザ機器。
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【請求項５５】
　送信するための前記手段は、前記ＴＴＩまたは前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアッ
プリンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信をドロップす
ることによって、少なくとも部分的に、優先させる、請求項３５に記載のユーザ機器。
【請求項５６】
　前記第２のアップリンクリソース許可は、ロングタームエボリューションにおいて、物
理アップリンク制御チャネル、物理アップリンク共有チャネル、またはサウンディング基
準信号のうちの１つに対応する、請求項３５に記載のユーザ機器。
【請求項５７】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、１つまたは複数の決定された値を有する、請求
項４１に記載のユーザ機器。
【請求項５８】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、請求項４１に記載のユーザ機器。
【請求項５９】
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、請求項４５に記載の非一
時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６０】
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６１】
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６２】
　前記アップリンクリソース許可の構成された開始オフセットまたはシステム帯域幅のう
ちの少なくとも１つに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定する
ための手段をさらに備える、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６３】
　シンボルタイプに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するた
めの手段をさらに備え、前記シンボルタイプが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信
のために構成可能な第１のタイプ、またはＳＲＳ送信のために構成可能ではない第２のタ
イプを備える、請求項４５に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６４】
　前記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リ
ソースを介した前記通信と並行して、前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンクリ
ソース許可において指定された前記リソースを介して前記ネットワークエンティティに他
の通信を送信するための手段をさらに備える、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ
可読記憶媒体。
【請求項６５】
　送信するための前記手段は、前記ＴＴＩまたは前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアッ
プリンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信をドロップす
ることによって、少なくとも部分的に、優先させる、請求項４２に記載の非一時的コンピ
ュータ可読記憶媒体。
【請求項６６】
　前記第２のアップリンクリソース許可は、ロングタームエボリューションにおいて、物
理アップリンク制御チャネル、物理アップリンク共有チャネル、またはサウンディング基
準信号のうちの１つに対応する、請求項４２に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体
。
【請求項６７】
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　前記１つまたは複数の変調シンボルは、１つまたは複数の決定された値を有する、請求
項４８に記載の非一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６８】
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、請求項４８に記載の非一時的コンピュータ可読記
憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
優先権の主張
　[0001]本特許出願は、本願の譲受人に譲渡され、参照によって本明細書に明確に組み込
まれる、２０１５年８月２８日に出願された「ＵＬＴＲＡ－ＬＯＷ　ＬＡＴＥＮＣＹ　Ｌ
ＴＥ　ＵＰＬＩＮＫ　ＦＲＡＭＥ　ＳＴＲＵＣＴＵＲＥ」と題する非仮出願第１４／８３
９，６７８号、２０１４年９月２６日に出願された「ＵＬＴＲＡ－ＬＯＷ　ＬＡＴＥＮＣ
Ｙ　ＬＴＥ　ＵＰＬＩＮＫ　ＦＲＡＭＥ　ＳＴＲＵＣＴＵＲＥ」と題する仮出願第６２／
０５６，２８１号、２０１４年９月２６日に出願された「ＵＬＴＲＡ－ＬＯＷ　ＬＡＴＥ
ＮＣＹ　ＬＴＥ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＤＡＴＡ　ＣＯＭＭＵＮＩＣＡＴＩＯＮ」と題する仮
出願第６２／０５６，３９７号、および２０１４年９月２６日に出願された「ＵＬＴＲＡ
－ＬＯＷ　ＬＡＴＥＮＣＹ　ＬＴＥ　ＲＥＦＥＲＥＮＣＥ　ＳＩＧＮＡＬ　ＴＲＡＮＳＭ
ＩＳＳＩＯＮ」と題する仮出願第６２／０５６，４０３号の優先権を主張する。
【０００２】
　[0002]一般には通信システムに関し、より詳細にはワイヤレス通信システムにおいてユ
ーザ機器との通信を管理するためのアップリンクフレーム構造およびアップリンク送信の
方法に関する態様が本明細書で説明される。
【背景技術】
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、電話、ビデオ、データ、メッセージング、およびブ
ロードキャストなどの様々な電気通信サービスを提供するために広く展開されている。通
常のワイヤレス通信システムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、帯域幅、送信
電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能な多元接
続技術を採用し得る。そのような多元接続技術の例としては、符号分割多元接続（ＣＤＭ
Ａ）システム、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）
システム、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システム、シングルキャリア周波数分
割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）システム、および時分割同期符号分割多元接続（ＴＤ－Ｓ
ＣＤＭＡ）システムがある。
【０００４】
　[0004]これらの多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さら
には地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを提供するために様々な電気通
信規格において採用されてきた。電気通信規格の一例はロングタームエボリューション（
ＬＴＥ）である。ＬＴＥは、第３世代パートナーシッププロジェクト（３ＧＰＰ）によっ
て公表されたユニバーサル・モバイル通信システム（ＵＭＴＳ）のモバイル規格の拡張の
セットである。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善することによってモバイルブロードバン
ドインターネットアクセスをより良好にサポートすることと、コストを下げることと、サ
ービスを改善することと、新しいスペクトルを利用することと、ダウンリンク（ＤＬ）上
ではＯＦＤＭＡ、アップリンク（ＵＬ）上ではＳＣ－ＦＤＭＡ、また多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ）アンテナ技術を使用して他のオープン規格とより良好に統合することとを行うよう
に設計される。しかしながら、モバイルブロードバンドアクセスに対する需要が増大し続
けるにつれて、ＬＴＥ技術のさらなる改善が必要である。好ましくは、これらの改善は、
他の多元接続技術、およびこれらの技術を採用する電気通信規格に適用可能であるべきで
ある。
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【０００５】
　[0005]レガシーＬＴＥを採用するワイヤレス通信システムでは、特定のｅＮｏｄｅＢに
よってサービスされる複数のＵＥが、物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、物
理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）などの１つまたは複数のアップリンクチャネ
ルを介してｅＮｏｄｅＢと通信するためのリソースをスケジュールされ得る。レガシーＬ
ＴＥでは、各ＬＴＥサブフレームは、制御情報がＰＵＣＣＨを介して送信される制御領域
と、データがＰＵＳＣＨを介して送信されるデータ領域とを含む。加えて、ＵＥは、１ミ
リ秒程度のサブフレーム上の送信時間間隔（ＴＴＩ：transmission time interval）にお
いてＰＵＣＣＨおよび／またはＰＵＳＣＨを介して送信する。
【０００６】
　[0006]ＵＥ能力および帯域幅に対する需要が増大するにつれて、通信におけるより低い
レイテンシが望まれ得る。
【発明の概要】
【０００７】
　[0007]以下では、１つまたは複数の態様の基本的理解を与えるために、そのような態様
の簡略化された概要を提示する。この概要は、すべての考えられる態様の包括的な概説で
はなく、すべての態様の主要または重要な要素を識別することも、いずれかまたはすべて
の態様の範囲を定めることも意図されていない。その唯一の目的は、後に提示されるより
詳細な説明の導入として、１つまたは複数の態様のいくつかの概念を簡略化された形で提
示することである。
【０００８】
　[0008]一例によれば、ワイヤレスネットワークにおいて通信するための方法が提供され
る。方法は、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティ
からアップリンクリソース許可を受信することと、アップリンクリソース許可に基づいて
サブフレーム内のアップリンク送信のための送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定することとを
含む。一態様では、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つ
または複数のシンボルを含む。方法は、ＴＴＩの間にアップリンクリソース許可において
指定されたリソースを介してネットワークエンティティに通信を送信することをさらに含
む。
【０００９】
　[0009]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのユーザ機器が提供
される。ユーザ機器は、トランシーバと、ワイヤレスネットワークにおいて通信するため
のバスを介してトランシーバと通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、バ
スを介して少なくとも１つのプロセッサおよび／またはトランシーバと通信可能に結合さ
れたメモリとを含む。少なくとも１つのプロセッサおよびメモリは、トランシーバを介し
て、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからアッ
プリンクリソース許可を受信することと、アップリンクリソース許可に基づいてサブフレ
ーム内のアップリンク送信のためのＴＴＩを決定することとを行うように動作可能である
。一態様では、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまた
は複数のシンボルを含む。少なくとも１つのプロセッサおよびメモリは、トランシーバを
介して、ＴＴＩの間にアップリンクリソース許可において指定されたリソースを介してネ
ットワークエンティティに通信を送信するようにさらに動作可能である。
【００１０】
　[0010]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエン
ティティからアップリンクリソース許可を受信するための手段と、アップリンクリソース
許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のためのＴＴＩを決定するための手段
とを含む、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのユーザ機器が提供される。一
態様では、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複
数のシンボルを含む。ユーザ機器は、ＴＴＩの間にアップリンクリソース許可において指
定されたリソースを介してネットワークエンティティに通信を送信するための手段をさら
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に含む。
【００１１】
　[0011]さらなる一例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのコンピュー
タ実行可能コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体が提供される。コードは、ワイヤレ
スネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからアップリンクリソ
ース許可を受信するためのコードと、アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム
内のアップリンク送信のためのＴＴＩを決定するためのコードとを含む。一態様では、Ｔ
ＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボル
を含む。コードは、ＴＴＩの間にアップリンクリソース許可において指定されたリソース
を介してネットワークエンティティに通信を送信するためのコードをさらに含む。
【００１２】
　[0012]さらに、一例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するための方法が提供
される。方法は、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数の
シンボルを含むＴＴＩに基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のためのアップリンク通信をスケ
ジュールするために、ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成することと、ＵＥに
アップリンクリソース許可を通信することと、アップリンクリソース許可に基づいてＴＴ
Ｉの間にＵＥからアップリンク通信を受信することとを含む。
【００１３】
　[0013]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するための発展型ＮｏｄｅＢ
（ｅＮＢ）が提供される。ｅＮＢは、トランシーバと、ワイヤレスネットワークにおいて
通信するためのバスを介してトランシーバと通信可能に結合された少なくとも１つのプロ
セッサと、バスを介して少なくとも１つのプロセッサおよび／またはトランシーバと通信
可能に結合されたメモリとを含む。少なくとも１つのプロセッサおよびメモリは、サブフ
レーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを含むＴＴＩに
基づいて、ＵＥのためのアップリンク通信をスケジュールするために、ＵＥのためのアッ
プリンクリソース許可を生成することと、トランシーバを介して、ＵＥにアップリンクリ
ソース許可を通信することと、トランシーバを介して、アップリンクリソース許可に基づ
いてＴＴＩの間にＵＥからアップリンク通信を受信することとを行うように動作可能であ
る。
【００１４】
　[0014]また別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのｅＮＢが提供
される。ｅＮＢは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数
のシンボルを含むＴＴＩに基づいて、ＵＥのためのアップリンク通信をスケジュールする
ために、ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成するための手段と、ＵＥにアップ
リンクリソース許可を通信するための手段と、アップリンクリソース許可に基づいてＴＴ
Ｉの間にＵＥからアップリンク通信を受信するための手段とを含む。
【００１５】
　[0015]別の例では、ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのコンピュータ実行
可能コードを備えるコンピュータ可読記憶媒体が提供される。コードは、サブフレーム中
の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを含むＴＴＩに基づいて
、ＵＥのためのアップリンク通信をスケジュールするために、ＵＥのためのアップリンク
リソース許可を生成するためのコードと、ＵＥにアップリンクリソース許可を通信するた
めのコードと、アップリンクリソース許可に基づいてＴＴＩの間にＵＥからアップリンク
通信を受信するためのコードとを含む。
【００１６】
　[0016]上記の目的および関連する目的を達成するために、１つまたは複数の態様は、以
下で十分に説明され、特に特許請求の範囲において指摘される特徴を備える。以下の説明
および添付の図面は、１つまたは複数の態様のいくつかの例示的な特徴を詳細に記載する
。しかしながら、これらの特徴は、様々な態様の原理が採用され得る様々な方法のほんの
いくつかを示すものであり、この説明は、すべてのそのような態様およびそれらの均等物
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を含むことが意図されている。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】[0017]本明細書で説明される態様による、電気通信システムの一例を概念的に示
すブロック図。
【図２】[0018]アクセスネットワークの一例を示す図。
【図３】[0019]ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）におけるダウンリンク（ＤＬ）
フレーム構造の一例を示す図。
【図４】[0020]ＬＴＥにおけるアップリンク（ＵＬ）フレーム構造の一例を示す図。
【図５】[0021]ユーザプレーンおよび制御プレーンのための無線プロトコルアーキテクチ
ャの一例を示す図。
【図６】[0022]アクセスネットワークにおける発展型ＮｏｄｅＢおよびユーザ機器の一例
を示す図。
【図７】[0023]アップリンク帯域幅割振りの例示的なタイムラインを示す図。
【図８】[0024]超低レイテンシ（ＵＬＬ：ultra low latency）ＬＴＥシステムにおける
シンボルの例示的なフレーム構造を示す図。
【図９】[0025]ＵＬＬ　ＬＴＥシステムにおけるシンボルの例示的なフレーム構造を示す
図。
【図１０】[0026]アップリンク帯域幅割振りの例示的なタイムラインを示す図。
【図１１】[0027]ＵＬＬ　ＬＴＥシステムにおけるシンボルの例示的なフレーム構造を示
す図。
【図１２】[0028]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬ無線アクセス技術を使用して
通信するための例示的なシステムを示す図。
【図１３】[0029]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬリソース許可に基づいて通信
を送信するための例示的な方法を示す図。
【図１４】[0030]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬリソース許可を生成するため
の例示的な方法を示す図。
【図１５】[0031]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬ通信において基準信号を送信
するための例示的な方法を示す図。
【図１６】[0032]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬ通信において基準信号を受信
するための例示的な方法を示す図。
【図１７】[0033]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬ通信において制御データを送
信するための例示的な方法を示す図。
【図１８】[0034]本明細書で説明される態様による、ＵＬＬ通信において制御データを受
信するための例示的な方法を示す図。
【詳細な説明】
【００１８】
　[0035]添付の図面に関して以下に記載される詳細な説明は、様々な構成の説明として意
図されており、本明細書で説明される概念が実施され得る唯一の構成を表すことは意図さ
れていない。詳細な説明は、様々な概念の完全な理解を提供する目的で、具体的な詳細を
含む。しかしながら、これらの概念がこれらの具体的な詳細なしに実施され得ることが、
当業者に明らかであろう。場合によっては、そのような概念を曖昧にすることを回避する
ために、よく知られている構造および構成要素がブロック図の形態で示される。
【００１９】
　[0036]ここで、様々な装置および方法を参照しながら電気通信システムのいくつかの態
様が提示される。これらの装置および方法が、以下の詳細な説明において説明され、（「
要素」と総称される）様々なブロック、モジュール、構成要素、回路、ステップ、プロセ
ス、アルゴリズムなどによって添付の図面に示される。これらの要素は、電子ハードウェ
ア、コンピュータソフトウェア、またはそれらの任意の組合せを使用して実装され得る。
そのような要素がハードウェアとして実装されるか、ソフトウェアとして実装されるかは
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、特定の適用例および全体的なシステムに課された設計制約に依存する。
【００２０】
　[0037]例として、要素、または要素の任意の部分、または要素の任意の組合せが、１つ
または複数のプロセッサを含む「処理システム」を用いて実装され得る。プロセッサの例
としては、マイクロプロセッサ、マイクロコントローラ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳ
Ｐ）、フィールドプログラマブルゲートアレイ（ＦＰＧＡ）、プログラマブル論理デバイ
ス（ＰＬＤ）、状態機械、ゲート論理、個別ハードウェア回路、および本開示全体にわた
って説明される様々な機能を実行するように構成された他の適切なハードウェアがある。
処理システム中の１つまたは複数のプロセッサは、ソフトウェアを実行し得る。ソフトウ
ェアは、ソフトウェア、ファームウェア、ミドルウェア、マイクロコード、ハードウェア
記述言語と呼ばれるか、または他の名称で呼ばれるかにかかわらず、命令、命令セット、
コード、コードセグメント、プログラムコード、プログラム、サブプログラム、ソフトウ
ェアモジュール、アプリケーション、ソフトウェアアプリケーション、ソフトウェアパッ
ケージ、ルーチン、サブルーチン、オブジェクト、実行可能ファイル、実行スレッド、プ
ロシージャ、関数などを意味すると広く解釈されるものとする。
【００２１】
　[0038]したがって、１つまたは複数の態様では、説明される機能は、ハードウェア、ソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。ソフトウェ
アで実装される場合、機能は、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュ
ータ可読媒体上に１つもしくは複数の命令もしくはコードとして符号化され得る。コンピ
ュータ可読媒体は、コンピュータ記憶媒体を含む。記憶媒体は、コンピュータによってア
クセスされ得る任意の利用可能な媒体であってよい。限定ではなく例として、そのような
コンピュータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ（登録商標）、ＣＤ－ＲＯＭも
しくは他の光ディスクストレージ、磁気ディスクストレージもしくは他の磁気ストレージ
デバイス、または命令もしくはデータ構造の形態の所望のプログラムコードを搬送もしく
は記憶するために使用され得、コンピュータによってアクセスされ得る任意の他の媒体を
備えることができる。本明細書で使用されるときに、ディスク（disk）およびディスク（
disc）は、コンパクトディスク（disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc
）、光ディスク（disc）、デジタル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、およびフロッピ
ー（登録商標）ディスク（disk）を含み、ディスク（disk）は通常、データを磁気的に再
生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生する。上記の組合せもコン
ピュータ可読媒体の範囲内に含まれるべきである。
【００２２】
　[0039]本明細書では、レガシーワイヤレス通信技術の持続時間よりも短い持続時間を有
する送信時間間隔（ＴＴＩ：transmission time interval）に基づいた、より低レイテン
シのワイヤレス通信技術のアップリンクフレーム構造に従って、ワイヤレスネットワーク
において通信することに関する様々な態様が説明される。この点について、より短く、よ
り頻繁なＴＴＩによって、通信におけるさらなる低レイテンシが達成される。たとえば、
レガシーワイヤレス通信技術が、１ミリ秒（ｍｓ）のサブフレームＴＴＩ持続時間を有す
るＬＴＥである場合、本明細書において超低レイテンシ（ＵＬＬ：ultra low latency）
と呼ばれる、より低レイテンシのワイヤレス通信技術は、複数シンボルレベル、シンボル
レベル、またはスロットレベル持続時間（たとえば、１ｍｓのサブフレーム未満である持
続時間）に基づき得る。たとえば、１シンボルＴＴＩにわたって、ＵＬＬは、ノーマルサ
イクリックプレフィックス（ＣＰ）のＬＴＥの約１４分の１、および拡張ＣＰのＬＴＥの
約１２分の１であるレイテンシを達成し得る。ＣＰは、シンボルが適切に受信されたかど
うかを決定することを可能にするためにシンボルに付加される、シンボル中の情報の一部
分に関係し得ることは諒解されたい。ノーマルＣＰは、シンボルを約４．７マイクロ秒（
μｓ）だけ延長することが可能であり、したがって、ＬＴＥ通信に対して０．５ｍｓスロ
ットにおいて７個のシンボル（１ｍｓサブフレームにおいて１４個のシンボル）となる。
拡張ＣＰは、シンボルを約１６．６７μｓだけ延長することが可能であり、したがって、
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ＬＴＥ通信に対して０．５ｍｓスロットにおいて６個のシンボル（１ｍｓサブフレームに
おいて１２個のシンボル）となる。加えて、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲＱ：hy
brid automatic repeat/request）フィードバックをＵＬＬにおけるＨＡＲＱプロセスの
一部として送信するための時間量に関係するレイテンシが、それに応じて、ＬＴＥのＨＡ
ＲＱレイテンシと比較して同様に低減される。
【００２３】
　[0040]一例では、ＵＬＬのフレーム構造は、（たとえば、少なくとも発展型ＮｏｄｅＢ
（ｅＮＢ）において）ＵＬＬが基づいているレガシーワイヤレス通信技術と共存するよう
に設計され得る。したがって、たとえば、ＵＬＬのフレーム構造は、レガシーワイヤレス
通信技術の周波数帯域内、および／またはレガシーワイヤレス通信技術における（たとえ
ば、リソースのうちの制御データ通信用に割り当てられた部分を除く）リソースのデータ
部分内に定義され得る。さらに、リソースのデータ部分のうちの少なくとも一部は、この
点について、ＵＬＬの制御およびデータ通信に分割され得るが、これらはさらに、各々が
複数のリソースブロック（ＲＢ）を備える１つまたは複数のＲＢグループに分割され得る
。したがって、制御およびデータ領域がまた、ＵＬＬ通信のＲＢグループにわたって定義
されてもよい。ＵＬＬの制御チャネルは本明細書ではＵＬＬ　ＰＵＣＣＨ（ｕＰＵＣＣＨ
）と呼ばれ得るものであり、ＵＬＬのデータチャネルは本明細書ではＵＬＬ　ＰＵＳＣＨ
（ｕＰＵＳＣＨ）と呼ばれ得るものである。さらに、ＵＬＬ基準信号（ｕＲＳ）の送信用
の領域がまた、レガシーワイヤレス通信技術のデータ領域内に定義され得る。加えて、Ｕ
Ｅがこの点についてＵＬＬとレガシーワイヤレス通信技術の両方をサポートしている場合
、ＵＥがＵＬＬ用とレガシーワイヤレス通信技術用の競合するリソース（conflicting re
sources）を割り当てられ得る１つまたは複数のＴＴＩにおいて、ＵＬＬまたはレガシー
ワイヤレス通信技術通信の一方または両方を優先順位付けすることによって、衝突回避（
collision avoidance）が利用されてもよい。
【００２４】
　[0041]最初に図１を参照すると、図は、本開示の一態様による、ワイヤレス通信システ
ム１００の一例を示している。ワイヤレス通信システム１００は、複数のアクセスポイン
ト（たとえば、基地局、ｅＮＢ、またはＷＬＡＮアクセスポイント）１０５と、いくつか
のユーザ機器（ＵＥ）１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。アクセスポイント１
０５は、ＵＬＬフレーム構造、たとえば、限定はしないが、本明細書で説明されるような
、フレーム構造８００（図８）、フレーム構造９００（図９）、フレーム構造１１００（
図１１）などを使用してＵＥ１１５にリソース許可を通信するように構成されたスケジュ
ーリング構成要素６０２を含み得、これらのフレーム構造は（たとえば、図７のタイムラ
イン７００、７０２に示されるような）１つのシンボルのＴＴＩを含み得る。たとえば、
ＵＬＬフレーム構造は、それぞれｕＰＵＣＣＨおよびｕＰＵＳＣＨの一方または両方を含
み得る。同様に、ＵＥ１１５のうちの１つまたは複数が、ＵＬＬフレーム構造を使用して
受信、復号、送信、および動作するように構成された通信構成要素６６１を含み得る。ア
クセスポイント１０５のうちのいくつかは、基地局コントローラ（図示されず）の制御に
よりＵＥ１１５と通信し得、基地局コントローラは、様々な例では、コアネットワーク１
３０（たとえば、ワイヤレスネットワーク）の一部であり得、またはある種のアクセスポ
イント１０５（たとえば、基地局もしくはｅＮＢ）であり得る。アクセスポイント１０５
は、バックホールリンク１３２を通じてコアネットワーク１３０と制御情報および／また
はユーザデータを通信し得る。例では、アクセスポイント１０５は、ワイヤード通信リン
クまたはワイヤレス通信リンクであり得るバックホールリンク１３４を介して互いに直接
または間接的に通信し得る。ワイヤレス通信システム１００は、複数のキャリア（異なる
周波数の波形信号）上での動作をサポートし得る。マルチキャリア送信機は、複数のキャ
リア上で同時に変調された信号を送信し得る。たとえば、各通信リンク１２５は、上述の
様々な無線技術に従って変調されたマルチキャリア信号であり得る。各変調された信号は
、異なるキャリア上で送られてよく、制御情報（たとえば、基準信号（ＲＳ）、制御チャ
ネルなど）、オーバーヘッド情報、データなどを搬送し得る。



(15) JP 6342580 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

【００２５】
　[0042]いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００の少なくとも一部分は、ＵＥ
１１５のうちの１つまたは複数およびアクセスポイント１０５のうちの１つまたは複数が
、別の階層レイヤと比べて低減されたレイテンシを有する階層レイヤ上での送信をサポー
トするように構成され得る、複数の階層レイヤ上で動作するように構成され得る。いくつ
かの例では、ハイブリッドＵＥ１１５－ａは、第１のサブフレームタイプを用いた第１の
レイヤ送信をサポートする第１の階層レイヤと、第２のサブフレームタイプを用いた第２
のレイヤ送信をサポートする第２の階層レイヤの両方の上で、アクセスポイント１０５－
ａと通信し得る。たとえば、アクセスポイント１０５－ａは、第１のサブフレームタイプ
のサブフレームと時分割複信された、第２のサブフレームタイプのサブフレームを送信し
得る。
【００２６】
　[0043]いくつかの例では、ハイブリッドＵＥ１１５－ａは、肯定応答（ＡＣＫ）を提供
することによって送信を受信したことを応答し得るか、または、たとえばＨＡＲＱスキー
ムを通じて送信に対する否定応答（ＮＡＣＫ）を提供することによって、送信を受信した
が適切に復号することが不可能であることを応答し得る。第１の階層レイヤにおける送信
に対するハイブリッドＵＥ１１５－ａからの肯定応答は、いくつかの例では、送信が受信
されたサブフレームに続く所定数のサブフレームの後に提供され得る。ハイブリッドＵＥ
１１５－ａは、第２の階層レイヤにおいて動作しているとき、例では、送信が受信された
サブフレームと同じサブフレーム中で受信を肯定応答し得る。ＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し
、再送信を受信するために必要とされる時間は、ラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）と呼ば
れることがあり、したがって、第２のサブフレームタイプのサブフレームは、第１のサブ
フレームタイプのサブフレームのＲＴＴよりも短い第２のＲＴＴを有し得る。
【００２７】
　[0044]他の例では、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第２の階層レイヤのみの上でアク
セスポイント１０５－ｂと通信し得る。したがって、ハイブリッドＵＥ１１５－ａおよび
第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、第２の階層レイヤ上で通信し得るＵＥ１１５の第２のク
ラスに属し得、レガシーＵＥ１１５は、第１の階層レイヤのみの上で通信し得るＵＥ１１
５の第１のクラスに属し得る。アクセスポイント１０５－ｂおよびＵＥ１１５－ｂは、第
２のサブフレームタイプのサブフレームの送信を通じて第２の階層レイヤ上で通信し得る
。アクセスポイント１０５－ｂは、もっぱら第２のサブフレームタイプのサブフレームを
送信し得るか、または第２のサブフレームタイプのサブフレームと時分割多重化された第
１の階層レイヤ上で、第１のサブフレームタイプの１つもしくは複数サブフレームを送信
し得る。第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、アクセスポイント１０５－ｂが第１のサブフレ
ームタイプのサブフレームを送信する場合、第１のサブフレームタイプのそのようなサブ
フレームを無視し得る。したがって、第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、送信が受信された
サブフレームと同じサブフレーム中で送信の受信を肯定応答し得る。したがって、第２の
レイヤＵＥ１１５－ｂは、第１の階層レイヤ上で動作するＵＥ１１５と比較して低減され
たレイテンシで動作し得る。
【００２８】
　[0045]アクセスポイント１０５は、１つまたは複数のアクセスポイントアンテナを介し
てＵＥ１１５とワイヤレス通信し得る。アクセスポイント１０５サイトの各々は、それぞ
れのカバレージエリア１１０に対して通信カバレージを提供し得る。いくつかの例では、
アクセスポイント１０５は、トランシーバ基地局、無線基地局、無線トランシーバ、基本
サービスセット（ＢＳＳ）、拡張サービスセット（ＥＳＳ）、ＮｏｄｅＢ、ｅＮｏｄｅＢ
、ホームＮｏｄｅＢ、ホームｅＮｏｄｅＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれるこ
とがある。基地局のカバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分のみを構成す
るセクタ（図示されず）に分割され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイ
プのアクセスポイント１０５（たとえば、マクロ基地局、マイクロ基地局、および／また
はピコ基地局）を含み得る。アクセスポイント１０５はまた、セルラー無線アクセス技術
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および／またはＷＬＡＮ無線アクセス技術（ＲＡＴ）などの異なる無線技術を利用し得る
。アクセスポイント１０５は、同じまたは異なるアクセスネットワークまたは事業者展開
に関連付けられ得る。同じもしくは異なるタイプのアクセスポイント１０５のカバレージ
エリアを含む、同じもしくは異なる無線技術を利用する、および／または同じもしくは異
なるアクセスネットワークに属する、異なるアクセスポイント１０５のカバレージエリア
は、重複し得る。
【００２９】
　[0046]ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａおよび／またはＵＬＬ　ＬＴＥネットワーク通信システムで
は、発展型ＮｏｄｅＢ（ｅＮｏｄｅＢまたはｅＮＢ）という用語は、概して、アクセスポ
イント１０５を表すために使用され得る。ワイヤレス通信システム１００は、異なるタイ
プのアクセスポイントが様々な地理的領域に対してカバレージを提供する、異機種ＬＴＥ
／ＬＴＥ－Ａ／ＵＬＬ　ＬＴＥネットワークであり得る。たとえば、各アクセスポイント
１０５は、通信カバレージをマクロセル、ピコセル、フェムトセル、および／または他の
タイプのセルに対して提供し得る。ピコセル、フェムトセル、および／または他のタイプ
のセルなどのスモールセルは、低電力ノードすなわちＬＰＮを含み得る。マクロセルは、
概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメートル）をカバーし、ネッ
トワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制限アクセスを可能に
し得る。スモールセルは、概して、比較的より小さい地理的エリアをカバーすることにな
り、たとえば、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥ１１５による無制
限アクセスを可能にし得、無制限アクセスに加えて、スモールセルとの関連を有するＵＥ
１１５（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber group）中のＵＥ
、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限アクセスをも与え得る。マクロセルのた
めのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのためのｅＮＢはスモー
ルセルｅＮＢと呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３
つ、４つなどの）セルをサポートし得る。
【００３０】
　[0047]コアネットワーク１３０は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１インタ
ーフェースなど）を介してｅＮＢまたは他のアクセスポイント１０５と通信し得る。アク
セスポイント１０５はまた、たとえば、バックホールリンク１３４（たとえば、Ｘ２イン
ターフェースなど）を介して、および／またはバックホールリンク１３２を介して（たと
えば、コアネットワーク１３０を通じて）直接または間接的に互いに通信し得る。ワイヤ
レス通信システム１００は、同期動作または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場
合、アクセスポイント１０５は同様のフレームタイミングを有し得、異なるアクセスポイ
ント１０５からの送信は、近似的に時間的に整列され（aligned）得る。非同期動作の場
合、アクセスポイント１０５は異なるフレームタイミングを有し得、異なるアクセスポイ
ント１０５からの送信は時間的に整列されないことがある。さらに、第１の階層レイヤお
よび第２の階層レイヤにおける送信は、アクセスポイント１０５の間で同期されても、同
期されなくてもよい。本明細書で説明される技法は、同期動作または非同期動作のいずれ
かのために使用され得る。
【００３１】
　[0048]ＵＥ１１５はワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され、各ＵＥ１
１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５はまた、当業者によって、移動局、加入者
局、モバイルユニット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバ
イルデバイス、ワイヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバ
イル加入者局、アクセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセ
ット、ユーザエージェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の
適切な用語で呼ばれる場合がある。ＵＥ１１５は、セルラーフォン、携帯情報端末（ＰＤ
Ａ）、ワイヤレスモデム、ワイヤレス通信デバイス、ハンドヘルドデバイス、タブレット
コンピュータ、ラップトップコンピュータ、コードレスフォン、時計または眼鏡などのウ
ェアラブルアイテム、ワイヤレスローカルループ（ＷＬＬ）局などであり得る。ＵＥ１１
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５は、マクロｅＮｏｄｅＢ、スモールセルｅＮｏｄｅＢ、リレーなどと通信することが可
能であり得る。ＵＥ１１５はまた、セルラーアクセスネットワークもしくは他のＷＷＡＮ
アクセスネットワーク、またはＷＬＡＮアクセスネットワークなどの、異なるアクセスネ
ットワークを介して通信することが可能であり得る。
【００３２】
　[0049]ワイヤレス通信システム１００に示された通信リンク１２５は、ＵＥ１１５から
アクセスポイント１０５へのアップリンク（ＵＬ）送信および／またはアクセスポイント
１０５からＵＥ１１５へのダウンリンク（ＤＬ）送信を含み得る。ダウンリンク送信は順
方向リンク送信と呼ばれることもあり、アップリンク送信は逆方向リンク送信と呼ばれる
こともある。通信リンク１２５は、いくつかの例では通信リンク１２５において多重化さ
れ得る各階層レイヤの送信を搬送し得る。ＵＥ１１５は、たとえば、多入力多出力（ＭＩ
ＭＯ：Multiple Input Multiple Output）、キャリアアグリゲーション（ＣＡ：carrier 
aggregation）、多地点協調（ＣｏＭＰ：Coordinated Multi-Point）、または他の方式を
通じて、複数のアクセスポイント１０５と共同的に通信するように構成され得る。ＭＩＭ
Ｏ技法は、複数のデータストリームを送信するために、アクセスポイント１０５上の複数
のアンテナおよび／またはＵＥ１１５上の複数のアンテナを使用する。キャリアアグリゲ
ーションは、データ送信のために同じまたは異なるサービングセル上で２つ以上のコンポ
ーネントキャリアを利用し得る。ＣｏＭＰは、ＵＥ１１５のための全体的な送信品質を改
善するとともに、ネットワークおよびスペクトル利用を増加させるための、いくつかのア
クセスポイント１０５による送信および受信の協調に関する、技法を含み得る。
【００３３】
　[0050]上述のように、いくつかの例では、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５は
、複数のキャリア上で送信するためにキャリアアグリゲーションを利用し得る。いくつか
の例では、アクセスポイント１０５およびＵＥ１１５は、２つ以上の別個のキャリアを使
用して、第１のサブフレームタイプを各々が有する１つまたは複数のサブフレームを、フ
レーム内で第１の階層レイヤにおいて同時に送信し得る。各キャリアは、たとえば、２０
ＭＨｚの帯域幅を有し得るが、他の帯域幅が利用されてよい。ハイブリッドＵＥ１１５－
ａ、および／または第２のレイヤＵＥ１１５－ｂは、いくつかの例では、別個のキャリア
のうちの１つまたは複数の帯域幅よりも大きい帯域幅を有する単一のキャリアを利用して
第２の階層レイヤにおいて、１つまたは複数のサブフレームを受信および／または送信し
得る。たとえば、第１の階層レイヤにおけるキャリアアグリゲーション方式で４つの別個
の２０ＭＨｚキャリアが使用される場合、第２の階層レイヤにおいて単一の８０ＭＨｚキ
ャリアが使用されてよい。８０ＭＨｚキャリアは、４つの２０ＭＨｚキャリアのうちの１
つまたは複数によって使用される無線周波数スペクトルと少なくとも部分的に重複する無
線周波数スペクトルの一部分を占有し得る。いくつかの例では、第２の階層レイヤタイプ
のスケーラブルな帯域幅は、さらに拡張されたデータレートを提供するために、上記で説
明されたようなより短いＲＴＴを提供するための組合せ技術であり得る。
【００３４】
　[0051]ワイヤレス通信システム１００によって採用され得る異なる動作モードの各々は
、周波数分割複信（ＦＤＤ）または時分割複信（ＴＤＤ）に従って動作し得る。いくつか
の例では、異なる階層レイヤは、異なるＴＤＤまたはＦＤＤモードに従って動作し得る。
たとえば、第１の階層レイヤはＦＤＤに従って動作し得、第２の階層レイヤはＴＤＤに従
って動作し得る。いくつかの例では、ＯＦＤＭＡ通信信号が、各階層レイヤのＬＴＥダウ
ンリンク送信のために通信リンク１２５において使用され得る一方、シングルキャリア周
波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）通信信号が、各階層レイヤにおけるＬＴＥアップリ
ンク送信のために通信リンク１２５において使用され得る。ワイヤレス通信システム１０
０などのシステムにおける階層レイヤの実装に関する追加の詳細、ならびにそのようなシ
ステムにおける通信に関係する他の特徴および機能が、以下の図を参照しながら以下で与
えられる。
【００３５】
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　[0052]図２は、ＬＴＥまたはＵＬＬ　ＬＴＥネットワークアーキテクチャにおけるアク
セスネットワーク２００の一例を示す図である。この例では、アクセスネットワーク２０
０は、いくつかのセルラー領域（セル）２０２に分割される。１つまたは複数の低電力ク
ラスｅＮＢ２０８が、セル２０２のうちの１つまたは複数と重複するセルラー領域２１０
を有し得る。低電力クラスｅＮＢ２０８は、フェムトセル（たとえば、ホームｅＮＢ（Ｈ
ｅＮＢ））、ピコセル、マイクロセル、またはリモートラジオヘッド（ＲＲＨ）であり得
る。マクロｅＮＢ２０４は各々、それぞれのセル２０２に割り当てられ、セル２０２中の
すべてのＵＥ２０６のためにコアネットワーク１３０へのアクセスポイントを提供するよ
うに構成される。一態様では、ｅＮＢ２０４は、ＵＬＬフレーム構造、たとえば、限定は
しないが、フレーム構造８００（図８）、フレーム構造９００（図９）、フレーム構造１
１００（図１１）などを使用してＵＥ２０６にリソース許可を通信するように構成された
スケジューリング構成要素６０２を含み得、これらのフレーム構造は（たとえば、図７の
タイムライン７００、７０２に示されるような）１つのシンボルのＴＴＩを含み得る。同
様に、ＵＥ２０６のうちの１つまたは複数が、ＵＬＬフレーム構造を使用して受信、復号
、送信、および動作するように構成された通信構成要素６６１を含み得る。アクセスネッ
トワーク２００のこの例では集中型コントローラはないが、代替的な構成では集中型コン
トローラが使用され得る。ｅＮＢ２０４は、無線ベアラ制御と、承認制御と、モビリティ
制御と、スケジューリングと、セキュリティと、サービングゲートウェイへの接続性とを
含む、すべての無線関連機能を担当する。
【００３６】
　[0053]アクセスネットワーク２００によって採用される変調方式および多元接続方式は
、展開されている特定の電気通信規格に応じて異なる場合がある。ＬＴＥまたはＵＬＬ　
ＬＴＥの適用例では、周波数分割複信（ＦＤＤ）と時分割複信（ＴＤＤ）の両方をサポー
トするために、ＤＬ上ではＯＦＤＭが使用され得、ＵＬ上ではＳＣ－ＦＤＭＡが使用され
得る。当業者なら以下の詳細な説明から容易に諒解するように、本明細書で提示される様
々な概念は、ＬＴＥの適用例に好適である。しかしながら、これらの概念は、他の変調お
よび多元接続技法を採用する他の電気通信規格に容易に拡張され得る。例として、これら
の概念は、エボリューションデータオプティマイズド（ＥＶ－ＤＯ）またはウルトラモバ
イルブロードバンド（ＵＭＢ）に拡張され得る。ＥＶ－ＤＯおよびＵＭＢは、ＣＤＭＡ２
０００規格ファミリーの一部として第３世代パートナーシッププロジェクト２（３ＧＰＰ
２）によって公表されたエアインターフェース規格であり、移動局にブロードバンドイン
ターネットアクセスを提供するためにＣＤＭＡを採用する。これらの概念はまた、広帯域
ＣＤＭＡ（Ｗ－ＣＤＭＡ（登録商標））とＴＤ－ＳＣＤＭＡなどのＣＤＭＡの他の変形態
とを採用するユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）、ＴＤＭＡを採用するモバイ
ル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標））、ならびにＯＦＤＭＡを採用する発
展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標））、Ｉ
ＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ（登録商標））、ＩＥＥＥ８０２．２０、およびＦｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭに拡張され得る。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、およびＧ
ＳＭは、３ＧＰＰ団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、
３ＧＰＰ２団体からの文書に記載されている。採用される実際のワイヤレス通信規格およ
び多元接続技術は、特定の適用例およびシステムに課された全体的な設計制約に依存する
。
【００３７】
　[0054]ｅＮＢ２０４は、ＭＩＭＯ技術をサポートする複数のアンテナを有し得る。ＭＩ
ＭＯ技術の使用により、ｅＮＢ２０４は空間領域を活用して、空間多重化と、ビームフォ
ーミングと、送信ダイバーシティとをサポートすることが可能になる。データの異なるス
トリームを同じ周波数上で同時に送信するために、空間多重化が使用され得る。データス
トリームは、データレートを上げるために単一のＵＥ２０６に、または全体的なシステム
容量を増大させるために複数のＵＥ２０６に送信され得る。これは、各データストリーム
を空間的にプリコーディングし（すなわち、振幅および位相のスケーリングを適用し）、
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次いで、空間的にプリコーディングされた各ストリームをＤＬ上で複数の送信アンテナを
通じて送信することによって達成される。空間的にプリコーディングされたデータストリ
ームは、異なる空間シグネチャとともにＵＥ２０６に到達し、これにより、ＵＥ２０６の
各々は、そのＵＥ２０６に宛てられた１つまたは複数のデータストリームを復元すること
が可能になる。ＵＬ上では、各ＵＥ２０６は、空間的にプリコーディングされたデータス
トリームを送信し、これにより、ｅＮＢ２０４は、空間的にプリコーディングされた各デ
ータストリームのソースを識別することが可能になる。
【００３８】
　[0055]空間多重化は、概して、チャネル状態が良好なときに使用される。チャネル状態
があまり好ましくないとき、送信エネルギーを１つまたは複数の方向に集中させるために
ビームフォーミングが使用され得る。これは、複数のアンテナを通じた送信のために、デ
ータを空間的にプリコーディングすることによって達成され得る。セルのエッジにおいて
良好なカバレージを達成するために、送信ダイバーシティと組み合わせてシングルストリ
ームビームフォーミング送信が使用され得る。
【００３９】
　[0056]以下の詳細な説明では、アクセスネットワークの様々な態様が、ＤＬ上でＯＦＤ
ＭをサポートするＭＩＭＯシステムを参照しながら説明される。ＯＦＤＭは、ＯＦＤＭシ
ンボル内のいくつかのサブキャリアを介してデータを変調するスペクトラム拡散技法であ
る。サブキャリアは、正確な周波数で離間される。離間は、受信機がサブキャリアからの
データを復元することを可能にする「直交性」をもたらす。時間領域では、ＯＦＤＭシン
ボル間干渉をなくすために、各ＯＦＤＭシンボルにガードインターバル（たとえば、サイ
クリックプレフィックス）が追加され得る。ＵＬは、高いピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ
）を補償するために、離散フーリエ変換（ＤＦＴ）拡散ＯＦＤＭ信号の形態でＳＣ－ＦＤ
ＭＡを使用し得る。
【００４０】
　[0057]図３は、ＬＴＥにおけるＤＬフレーム構造の一例を示す図３００である。フレー
ム（１０ｍｓ）は、等しいサイズの１０個のサブフレームに分割され得る。各サブフレー
ムは、２つの連続するタイムスロットを含むことができる。リソースグリッドは、２つの
タイムスロットを表すために使用され得、各タイムスロットは、（本明細書ではＲＢとも
呼ばれる）リソース要素ブロックを含む。リソースグリッドは複数のリソース要素に分割
される。ＬＴＥでは、リソース要素ブロックは、周波数領域中に１２個の連続するサブキ
ャリアを含み、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレフィックスの場合、時
間領域中に７つの連続するＯＦＤＭシンボルを含むこと、すなわち８４個のリソース要素
を含むことがある。拡張サイクリックプレフィックスの場合、リソース要素ブロックは、
時間領域中に６つの連続するＯＦＤＭシンボルを含むことがあり、７２個のリソース要素
を有する。Ｒ３０２、３０４として示されるリソース要素のうちのいくつかは、ＤＬ基準
信号（ＤＬ－ＲＳ：DL reference signals）を含む。ＤＬ－ＲＳは、（共通ＲＳと呼ばれ
ることもある）セル固有ＲＳ（ＣＲＳ：Cell-specific RS）３０２と、ＵＥ固有ＲＳ（Ｕ
Ｅ－ＲＳ：UE-specific RS）３０４とを含む。ＵＥ－ＲＳ３０４は、対応するＰＤＳＣＨ
がマッピングされるリソース要素ブロック上でのみ送信される。各リソース要素によって
搬送されるビット数は変調方式に依存する。したがって、ＵＥが受信するリソース要素ブ
ロックが多いほど、また変調方式が高度であるほど、ＵＥのデータレートは高くなる。
【００４１】
　[0058]図４は、いくつかの例では本明細書で説明されるＵＬＬ　ＬＴＥ　ＵＬフレーム
構造とともに利用され得る、ＬＴＥにおけるＵＬフレーム構造の一例を示す図４００であ
る。ＵＬのために利用可能なリソース要素ブロックは、データセクションおよび制御セク
ションに区分され得る。制御セクションは、システム帯域幅の２つのエッジに形成され得
、構成可能なサイズを有し得る。制御セクション中のリソース要素ブロックは、制御情報
の送信用にＵＥに割り当てられ得る。データセクションは、制御セクション中に含まれな
いすべてのリソース要素ブロックを含み得る。ＵＬフレーム構造により、データセクショ
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ンは連続的なサブキャリアを含むことになり、これにより、単一のＵＥが、データセクシ
ョン中の連続的なサブキャリアのすべてを割り当てられることが可能になり得る。
【００４２】
　[0059]ＵＥは、ｅＮＢに制御情報を送信するために、制御セクション中のリソース要素
ブロック４１０ａ、４１０ｂを割り当てられ得る。ＵＥは、ｅＮＢにデータを送信するた
めに、データセクション中のリソース要素ブロック４２０ａ、４２０ｂをも割り当てられ
得る。ＵＥは、制御セクション中の割り当てられたリソース要素ブロック上の物理ＵＬ制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）中で制御情報を送信し得る。ＵＥは、データセクション中の割
り当てられたリソース要素ブロック上の物理ＵＬ共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）中でデータ
のみまたはデータと制御情報の両方を送信し得る。ＵＬ送信は、サブフレームの両方のス
ロットに及ぶ場合があり、周波数にわたってホッピングし得る。
【００４３】
　[0060]初期システムアクセスを実行し、物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）
４３０中でＵＬ同期を達成するために、リソース要素ブロックのセットが使用され得る。
ＰＲＡＣＨ４３０は、ランダムシーケンスを搬送し、いかなるＵＬデータ／シグナリング
をも搬送することができない。各ランダムアクセスプリアンブルは、６つの連続するリソ
ース要素ブロックに対応する帯域幅を占有する。開始周波数はネットワークによって指定
される。すなわち、ランダムアクセスプリアンブルの送信は、ある時間リソースおよび周
波数リソースに制限される。ＰＲＡＣＨの場合、周波数ホッピングは存在しない。ＰＲＡ
ＣＨの試行は、単一のサブフレーム（１ｍｓ）の中で、または少数の連続サブフレームの
シーケンスの中で搬送され、ＵＥは、フレーム（１０ｍｓ）ごとに単一のＰＲＡＣＨの試
行のみを行うことができる。
【００４４】
　[0061]図５は、ＬＴＥおよびＵＬＬ　ＬＴＥにおけるユーザプレーンおよび制御プレー
ンのための無線プロトコルアーキテクチャの一例を示す図５００である。ＵＥおよびｅＮ
Ｂのための無線プロトコルアーキテクチャは、３つのレイヤ、すなわち、レイヤ１、レイ
ヤ２、およびレイヤ３で示される。レイヤ１（Ｌ１レイヤ）は最下位レイヤであり、様々
な物理レイヤ信号処理機能を実装する。Ｌ１レイヤは、本明細書では物理レイヤ５０６と
呼ばれる。レイヤ２（Ｌ２レイヤ）５０８は、物理レイヤ５０６の上にあり、物理レイヤ
５０６を介したＵＥとｅＮＢとの間のリンクを担当する。
【００４５】
　[0062]ユーザプレーンでは、Ｌ２レイヤ５０８は、ネットワーク側のｅＮＢにおいて終
端される、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）サブレイヤ５１０と、無線リンク制御（ＲＬＣ）
サブレイヤ５１２と、パケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）５１４サ
ブレイヤとを含む。図示されていないが、ＵＥは、ネットワーク側のＰＤＮゲートウェイ
において終端されるネットワークレイヤ（たとえば、ＩＰレイヤ）と、接続の他端（たと
えば、ファーエンドＵＥ、サーバなど）において終端されるアプリケーションレイヤを含
む、Ｌ２レイヤ５０８の上のいくつかの上位レイヤを有し得る。
【００４６】
　[0063]ＰＤＣＰサブレイヤ５１４は、異なる無線ベアラと論理チャネルとの間の多重化
を行う。ＰＤＣＰサブレイヤ５１４はまた、無線送信オーバーヘッドを低減するための上
位レイヤデータパケットのヘッダ圧縮と、データパケットを暗号化することによるセキュ
リティと、ＵＥのためのｅＮＢ間のハンドオーバサポートとを行う。ＲＬＣサブレイヤ５
１２は、上位レイヤデータパケットのセグメント化およびリアセンブリと、紛失データパ
ケットの再送信と、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）に起因する順が狂った受信を
補償するためのデータパケットの並べ替えとを行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、論理チ
ャネルとトランスポートチャネルとの間の多重化を行う。ＭＡＣサブレイヤ５１０はまた
、ＵＥの間で１つのセル中の様々な無線リソース（たとえば、リソース要素ブロック）を
割り振ることを担当する。ＭＡＣサブレイヤ５１０は、ＨＡＲＱ演算も担当する。
【００４７】
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　[0064]制御プレーンでは、ＵＥおよびｅＮＢのための無線プロトコルアーキテクチャは
、制御プレーンのためのヘッダ圧縮機能がないことを除いて、物理レイヤ５０６およびＬ
２レイヤ５０８に対して実質的に同じである。制御プレーンは、レイヤ３（Ｌ３レイヤ）
中に無線リソース制御（ＲＲＣ）サブレイヤ５１６も含む。ＲＲＣサブレイヤ５１６は、
無線リソース（すなわち、無線ベアラ）を取得することと、ｅＮＢとＵＥとの間のＲＲＣ
シグナリングを使用して下位レイヤを構成することとを担当する。
【００４８】
　[0065]図６は、アクセスネットワーク中でｅＮＢ６１０がＵＥ６５０と通信しているブ
ロック図である。ＤＬでは、コアネットワークからの上位レイヤパケットが、コントロー
ラ／プロセッサ６７５に提供される。コントローラ／プロセッサ６７５は、Ｌ２レイヤの
機能を実装する。ＤＬでは、コントローラ／プロセッサ６７５は、ヘッダ圧縮と、暗号化
と、パケットのセグメント化および並べ替えと、論理チャネルとトランスポートチャネル
との間の多重化と、様々な優先度メトリックに基づくＵＥ６５０への無線リソース割振り
とを行う。コントローラ／プロセッサ６７５はまた、ＨＡＲＱ演算と、紛失パケットの再
送信と、ＵＥ６５０へのシグナリングとを担当する。
【００４９】
　[0066]送信（ＴＸ）プロセッサ６１６は、Ｌ１レイヤ（すなわち、物理レイヤ）のため
の様々な信号処理機能を実装する。信号処理機能は、ＵＥ６５０における前方誤り訂正（
ＦＥＣ）を容易にするためのコーディングおよびインターリービングと、様々な変調方式
（たとえば、２位相シフトキーイング（ＢＰＳＫ）、４位相シフトキーイング（ＱＰＳＫ
）、Ｍ位相シフトキーイング（Ｍ－ＰＳＫ）、多値直交振幅変調（Ｍ－ＱＡＭ））に基づ
く信号コンスタレーション（signal constellations）へのマッピングとを含む。次いで
、コーディングおよび変調されたシンボルが、並列ストリームに分割される。次いで、各
ストリームは、ＯＦＤＭサブキャリアにマッピングされ、時間領域および／または周波数
領域において基準信号（たとえば、パイロット）と多重化され、次いで、逆高速フーリエ
変換（ＩＦＦＴ）を使用して組み合わされ（combined）て、時間領域のＯＦＤＭシンボル
ストリームを搬送する物理チャネルを生成する。ＯＦＤＭストリームは、複数の空間スト
リームを生成するために空間的にプリコーディングされる。チャネル推定器６７４からの
チャネル推定値は、コーディングおよび変調方式を決定するために、ならびに空間処理の
ために使用され得る。チャネル推定値は、ＵＥ６５０によって送信された基準信号および
／またはチャネル状態フィードバックから導出され得る。次いで、各空間ストリームは、
別個の送信機６１８ＴＸを介して異なるアンテナ６２０に与えられる。各送信機６１８Ｔ
Ｘは、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。加えて、ｅＮ
Ｂ６１０は、ＵＬＬフレーム構造、たとえば、限定はしないが、フレーム構造８００（図
８）、フレーム構造９００（図９）、フレーム構造１１００（図１１）などを使用してＵ
Ｅ６５０にリソース許可を通信するように構成されたスケジューリング構成要素６０２を
含み得、これらのフレーム構造は（たとえば、図７のタイムライン７００、７０２に示さ
れるような）１つのシンボルのＴＴＩを含み得る。スケジューリング構成要素６０２はコ
ントローラ／プロセッサ６７５に結合されるものとして示されているが、スケジューリン
グ構成要素６０２がまた他のプロセッサ（たとえば、ＲＸプロセッサ６７０、ＴＸプロセ
ッサ６１６など）に結合され得ること、および／または本明細書で説明されるアクション
を実行するように１つもしくは複数のプロセッサ６１６、６７０、６７５によって実装さ
れ得ることは諒解されたい。
【００５０】
　[0067]ＵＥ６５０において、各受信機６５４ＲＸは、それのそれぞれのアンテナ６５２
を通じて信号を受信する。各受信機６５４ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調された情報を復
元し、その情報を受信（ＲＸ）プロセッサ６５６に提供する。ＲＸプロセッサ６５６は、
Ｌ１レイヤの様々な信号処理機能を実装する。ＲＸプロセッサ６５６は、ＵＥ６５０に宛
てられた任意の空間ストリームを復元するために、その情報に対して空間処理を実行する
。複数の空間ストリームがＵＥ６５０に宛てられた場合、それらは、ＲＸプロセッサ６５
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６によって単一のＯＦＤＭシンボルストリームに組み合わされ得る。次いで、ＲＸプロセ
ッサ６５６は、高速フーリエ変換（ＦＦＴ）を使用して、ＯＦＤＭＡシンボルストリーム
を時間領域から周波数領域に変換する。周波数領域信号は、ＯＦＤＭ信号のサブキャリア
ごとに別個のＯＦＤＭシンボルストリームを備える。各サブキャリア上のシンボルおよび
基準信号は、ｅＮＢ６１０によって送信された最も可能性が高い信号コンスタレーション
ポイントを決定することによって、復元および復調される。これらの軟判定は、チャネル
推定器６５８によって計算されたチャネル推定値に基づく場合がある。次いで、軟判定は
、物理チャネル上でｅＮＢ６１０によって最初に送信されたデータおよび制御信号を復元
するために、復号されデインタリーブされる。データおよび制御信号は、次いで、コント
ローラ／プロセッサ６５９に提供される。
【００５１】
　[0068]コントローラ／プロセッサ６５９はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサは、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６６０に関連付けられ得る。メ
モリ６６０は、コンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。ＵＬでは、コントローラ／プロセッ
サ６５９は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化（demultiplexing
）と、パケットリアセンブリと、暗号解読（decipher）と、ヘッダ解凍（decompression
）と、制御信号処理とを行って、コアネットワークからの上位レイヤパケットを復元する
。次いで、上位レイヤパケットはデータシンク６６２に提供され、データシンク６６２は
Ｌ２レイヤの上のすべてのプロトコルレイヤを表す。様々な制御信号も、Ｌ３処理のため
にデータシンク６６２に提供され得る。コントローラ／プロセッサ６５９はまた、ＨＡＲ
Ｑ演算をサポートするために、肯定応答（ＡＣＫ）および／または否定応答（ＮＡＣＫ）
のプロトコルを使用する誤り検出を担当する。加えて、ＵＥ６５０は、本明細書で説明さ
れるように、ＵＬＬフレーム構造を使用して受信、復号、送信、および動作するように構
成された通信構成要素６６１を含み得る。通信構成要素６６１はコントローラ／プロセッ
サ６５９に結合されるものとして示されているが、通信構成要素６６１がまた他のプロセ
ッサ（たとえば、ＲＸプロセッサ６５６、ＴＸプロセッサ６６８など）に結合され得るこ
と、および／または本明細書で説明されるアクションを実行するように１つもしくは複数
のプロセッサ６５６、６５９、６６８によって実装され得ることは諒解されたい。
【００５２】
　[0069]ＵＬでは、データソース６６７は、上位レイヤパケットをコントローラ／プロセ
ッサ６５９に与えるために使用される。データソース６６７は、Ｌ２レイヤの上のすべて
のプロトコルレイヤを表す。ｅＮＢ６１０によるＤＬ送信に関して説明された機能と同様
に、コントローラ／プロセッサ６５９は、ヘッダ圧縮と、暗号化と、パケットのセグメン
ト化および並べ替えと、ｅＮＢ６１０による無線リソース割振りに基づく論理チャネルと
トランスポートチャネルとの間の多重化とを行うことによって、ユーザプレーンおよび制
御プレーンのためのＬ２レイヤを実装する。また、コントローラ／プロセッサ６５９は、
ＨＡＲＱ演算と、紛失パケットの再送信と、ｅＮＢ６１０へのシグナリングとを担当する
。
【００５３】
　[0070]ｅＮＢ６１０によって送信された基準信号またはフィードバックからの、チャネ
ル推定器６５８によって導出されたチャネル推定値は、適切なコーディングおよび変調方
式を選択することと、空間処理を容易にすることとを行うために、ＴＸプロセッサ６６８
によって使用され得る。ＴＸプロセッサ６６８によって生成された空間ストリームは、別
個の送信機６５４ＴＸを介して異なるアンテナ６５２に提供される。各送信機６５４ＴＸ
は、送信のためにそれぞれの空間ストリームでＲＦキャリアを変調する。
【００５４】
　[0071]ＵＬ送信は、ＵＥ６５０における受信機機能に関連して説明されたのと同じよう
にしてｅＮＢ６１０において処理される。各受信機６１８ＲＸは、それのそれぞれのアン
テナ６２０を通じて信号を受信する。各受信機６１８ＲＸは、ＲＦキャリア上に変調され
た情報を復元し、その情報をＲＸプロセッサ６７０に提供する。ＲＸプロセッサ６７０は
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Ｌ１レイヤを実装し得る。
【００５５】
　[0072]コントローラ／プロセッサ６７５はＬ２レイヤを実装する。コントローラ／プロ
セッサ６７５は、プログラムコードとデータとを記憶するメモリ６７６に関連付けられ得
る。メモリ６７６は、コンピュータ可読媒体と呼ばれ得る。ＵＬでは、コントローラ／プ
ロセッサ６７５は、トランスポートチャネルと論理チャネルとの間の逆多重化と、パケッ
トリアセンブリと、暗号解読と、ヘッダ解凍と、制御信号処理とを行って、ＵＥ６５０か
らの上位レイヤパケットを復元する。コントローラ／プロセッサ６７５からの上位レイヤ
パケットは、コアネットワークに提供され得る。コントローラ／プロセッサ６７５はまた
、ＨＡＲＱ演算をサポートするために、ＡＣＫおよび／またはＮＡＣＫのプロトコルを使
用する誤り検出を担当する。
【００５６】
　[0073]図７は、ワイヤレス通信システムにおけるＵＬＬ通信を管理するための、図にお
いて時間が左から右にわたる（extending）、ＵＬＬタイムライン７００、７０２の非限
定的な例を示す図である。この例では、タイムライン７００、７０２は、サブフレームの
各シンボル内にシンボル持続時間のＵＬＬフレームを含む。タイムライン７００、７０２
はいずれも、ＵＬＬ物理ダウンリンク制御チャネル（ｕＰＤＣＣＨ）および／または物理
ダウンリンク共有チャネル（ｕＰＤＳＣＨ）のＴＴＩを表すシンボルと、ｕＰＵＣＣＨお
よび／またはｕＰＤＳＣＨを含むＴＴＩを表すシンボルとを示している。タイムライン７
００において、（たとえば、ノーマルＣＰの場合）１４個のシンボル７１０、７１１など
が所与のサブフレーム７１２内に示されており、またタイムライン７０２において、（た
とえば、拡張ＣＰの場合）１２個のシンボル７２０、７２１などが、所与のサブフレーム
７２２内に示されている。いずれの場合も、（ＬＴＥにおけるサブフレームベース（subf
rame-based）のＴＴＩとは対照的に）シンボルベース（symbol-based）のＴＴＩを利用す
ることによって、より低いレイテンシがＵＬＬにおいて達成される。他の例では、ＴＴＩ
が２つ以上のシンボル、サブフレームのスロット（ここでサブフレームは２つのスロット
を含む）などであり得ることは諒解されたい。加えて、ＨＡＲＱプロセス応答時間は、Ｕ
ＬＬ通信に対するＴＴＩの持続時間に基づいて、数シンボル（たとえば、３シンボル、４
シンボルなど）、シンボルの数セット（たとえば、３双対シンボル（3 dual-symbols）、
４双対シンボルなど）、数スロット（たとえば、３スロット、４スロットなど）の程度と
なり得る。図示の例では、ＵＬＬ通信は、持続時間において１シンボルであり、ｕＰＤＣ
ＣＨ／ｕＰＤＳＣＨはシンボル０において送られ、ＨＡＲＱは、サブフレーム中でシンボ
ル４などにおいて処理され、送られる。したがって、ＵＬＬ通信におけるＨＡＲＱレイテ
ンシに関連付けられる時間量は、短縮されたＴＴＩ持続時間に基づいて、同様にＬＴＥ通
信における対応するＨＡＲＱレイテンシ未満である。
【００５７】
　[0074]図８は、ＵＬＬ　ＬＴＥ（および／またはＬＴＥ）通信のための例示的なフレー
ム構造８００を示している。たとえば、説明されたように、フレーム構造８００は、（た
とえば、ＯＦＤＭ、ＳＣ－ＦＤＭ、または図７におけるシンボル７１０、７１１、７２０
、７２１などの同様のシンボルの）シンボル持続時間ＴＴＩ、２つ以上のシンボル持続時
間ＴＴＩ、周波数において垂直方向に（また説明されたように時間において水平方向に）
表されるスロット持続時間ＴＴＩなどを表し得る。いずれの場合も、ＵＬＬのフレーム構
造は、現在のＬＴＥ　ＵＬフレーム構造内に定義され得る。たとえば、フレーム構造８０
０は、（たとえば、アップリンク周波数帯域幅において）フレームの端部にＬＴＥのＰＵ
ＣＣＨ領域８０２を含み、これらのＰＵＣＣＨ領域８０２は、この例ではＵＬＬ　ＬＴＥ
フレーム構造によって乱されていない（undisturbed）。むしろ、ＵＬＬフレーム構造は
、ＬＴＥにおけるＰＵＳＣＨ領域８０４内に定義される。
【００５８】
　[0075]本例で示すように、ＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０６のうちの少なくとも一部は、
場合によってはＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４中に維持され、ｕＰＵＣＣＨ領域８０８お
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よびｕＰＵＳＣＨ領域８１０もまたＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４中に含められる。この
例示的なフレーム構造８００では、ｕＰＵＣＣＨ領域８０８は同様に、ＵＬＬに使用可能
であるＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４の端部にある。ＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４の残
りは、（たとえば、ｅＮＢまたは他のネットワークノードによるスケジューリングに基づ
いて）ＰＵＳＣＨ領域８０６とｕＰＵＳＣＨ領域８１０とに分割され得る。ＬＴＥとＵＬ
Ｌとが所与のＴＴＩにおいて共存し得るように、実質的にどんなフレーム構造が採用され
てもよいことは諒解されたい。さらに、本明細書でさらに説明されるように、たとえば、
ｅＮＢはフレーム構造８００中の領域に従って１つまたは複数のＵＥにリソースを割り振
ることができ（したがってＬＴＥおよび／またはＵＬＬ通信をサポートすることができ）
、受信側のＵＥは、ｅＮＢによってＵＥに割り振られたリソースを使用することによって
、フレーム構造に対していくぶんかアグノスティック（agnostic）となり得る。
【００５９】
　[0076]図９は、ＵＬＬ（および／またはＬＴＥ）通信のための例示的なフレーム構造９
００を示している。たとえば、説明されたように、フレーム構造９００は、（たとえば、
ＯＦＤＭ、ＳＣ－ＦＤＭ、または図７におけるシンボル７１０、７１１、７２０、７２１
などの同様のシンボルの）シンボル持続時間ＴＴＩ、２つ以上のシンボル持続時間ＴＴＩ
、周波数において垂直方向に（また説明されたように時間において水平方向に）表される
スロット持続時間ＴＴＩなどを表し得る。いずれの場合も、説明されたように、ＵＬＬの
フレーム構造は、現在のＬＴＥ　ＵＬフレーム構造内に定義され得る。たとえば、フレー
ム構造９００は、フレームの端部にＬＴＥのＰＵＣＣＨ領域８０２を含み、これらのＰＵ
ＣＣＨ領域８０２は、この例ではＵＬＬ　ＬＴＥフレーム構造によって乱されていない。
むしろ、ＵＬＬフレーム構造は、ＬＴＥにおけるＰＵＳＣＨ領域８０４内に定義される。
【００６０】
　[0077]この例では、ＵＬＬに使用可能なＲＢは、ＴＴＩ（ＮRB

UL）－オフセット（ＮRB
Offset）においてＵＬ通信に利用可能な総ＲＢとして定義され得、ここでＮRB

Offsetは、
ＬＴＥにおけるＰＵＣＣＨ領域８０２と、ＵＬＬ　ＬＴＥにおけるおそらくはｕＰＵＣＣ
Ｈ領域との組み合わされたサイズに適応するように意図され得る。ＵＬＬ通信に使用可能
なＲＢは、ＲＢグループ９０２などのいくつかのＲＢグループにさらに分割され得るが、
それらのＲＢグループは周波数において連続していてもよく、またＲＢ９０４などのいく
つかのＲＢを含んでもよい。この例では、１４個のＲＢの４つのＲＢグループが示されて
いる（たとえば、ＬＴＥとよく似ているが、ＲＢは、サブフレーム持続時間の代わりに、
シンボル持続時間、２つ以上のシンボル持続時間、スロット持続時間などの中で分割され
る）。ｕＰＵＣＣＨおよび／またはｕＰＵＳＣＨ通信はしたがって、ＲＢグループ中のＲ
Ｂにまたがって（たとえば、フレーム構造８００に従って）スケジュールされ得る。
【００６１】
　[0078]一例では、各ＲＢグループ９０２は、２、３、５などの倍数の個数のＲＢを含み
得るが、ここで各グループは、ＲＢの個数において等しいことも、等しくないこともあり
得る。たとえば、ＲＢグループにおけるＲＢの個数は、構成された開始オフセット（ＮRB
Offset）、ＴＴＩに対して決定されたｕＰＵＳＣＨ帯域幅などに基づき得る。特定のシス
テム帯域幅を達成するためのＲＢグループサイズの１つの具体例が以下であり得る。　
【００６２】
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【表１】

【００６３】
加えて、たとえば、ＲＢの個数は、特定のシンボルタイプ（たとえば、サウンディング基
準信号（ＳＲＳ）を含まないシンボル（本明細書では「非ＳＲＳシンボル」とも呼ばれる
））については同様であり得るが、ＳＲＳを含むシンボルタイプのシンボル（本明細書で
は「ＳＲＳシンボル」とも呼ばれる）が、特定のＳＲＳ帯域幅に関連付けられるいくつか
のＲＢを有し得る。たとえば、現在のＬＴＥセル固有のＳＲＳ帯域幅では、５／１０／１
５／２０メガヘルツ（ＭＨｚ）について、５ＭＨｚはＳＲＳに対して３６／３２／２４／
２０／１６／１２／８／４個のＲＢをサポートし、１０ＭＨｚはＳＲＳに対して４８／４
０／３６／３２／２４／２０／１６個のＲＢをサポートし、１５ＭＨｚはＳＲＳに対して
７２／６４／６０／４８／４０／３６／３２個のＲＢをサポートし、２０ＭＨｚはセル固
有のＳＲＳに対して９６／８０／７２／６４／６０／４８個のＲＢをサポートすることに
なり得る。加えて、一例では、ｕＰＵＳＣＨに対するＲＢおよび／またはＲＢグループの
個数はそれに応じて、ＵＬＬにおけるＳＲＳの帯域幅に部分的に基づいて調節され得るが
、ここでｕＰＵＳＣＨはセル固有のＳＲＳを含む。セル固有のＳＲＳ帯域幅が狭い（たと
えば、４ＲＢまたは８ＲＢ）場合、ｕＰＵＳＣＨ送信がＳＲＳシンボルでサポートされる
ことも、されないこともあることに留意されたい。代替的に、そのような場合、ｕＰＵＳ
ＣＨはサポートされ得るが、非ＳＲＳシンボル中のようにＲＢグループ管理に従わないこ
ともある。たとえば、セル固有のＳＲＳ帯域幅が、１００ＲＢのアップリンク帯域幅にお
いて１６ＲＢである場合、１６ＲＢのセル固有のＳＲＳ帯域幅を除外し、残りの８４ＲＢ
を４つのグループに分割することによって、ｕＰＵＳＣＨは割り当てられ得る。別の例と
して、セル固有のＳＲＳ帯域幅が、１００ＲＢのアップリンク帯域幅において１６ＲＢで
ある場合、１６ＲＢを、あるグループとして使用し、残りの８４ＲＢを３つの他のグルー
プに分割することによって、ｕＰＵＳＣＨは割り当てられ得る。
【００６４】
　[0079]いずれの場合も、ｅＮＢは、上記に示されたフレーム構造８００および／または
９００を使用して、ＴＴＩ内の１つまたは複数のＲＢグループ中の対応するＲＢの個数に
基づいて、ｕＰＵＳＣＨの決定された帯域幅に従って１つまたは複数のＵＥにリソースを
割り当て得る。
【００６５】
　[0080]図１０は、ＵＬＬ通信におけるＲＳ送信のための例示的なタイムライン１０００
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、１０１０を示している。タイムライン１０００は、ＬＴＥサブフレーム中のシンボル持
続時間であるＵＬＬフレームにおけるｕＰＵＣＣＨ／ｕＰＵＳＣＨ１００４の送信を含む
。加えて、ＵＬＬ　ＲＳ（ｕＲＳとも呼ばれる）送信１００２が、異なるシンボルでタイ
ムライン１０００内に示されている。説明されたように、所与のＵＥのためのｕＲＳの送
信は、ｕＰＵＣＣＨおよび／またはｕＰＵＳＣＨの送信なしに起こり得ることは諒解され
たい。タイムライン１０００において、ｕＲＳの送信は周期的（たとえば、６個のシンボ
ル、次いで９個のシンボルごと）であり得るが、送信は同様に非周期的であってもよい。
いずれの場合も、以下でさらに説明されるように、ｕＲＳ送信のトリガリングは、ｅＮＢ
によって（たとえば、本明細書で説明されるように、ＵＥへの１つまたは複数のリソース
許可においてまたは別の方式で）指定され得る。
【００６６】
　[0081]タイムライン１０１０は、シンボル１０１２において受信されたアップリンク許
可を示しており、このアップリンク許可は、シンボル１０１４におけるｕＲＳ送信と、シ
ンボル１０１６におけるｕＰＵＳＣＨ送信とを指定し得る。ｕＲＳの送信は、この例では
、アップリンク許可がｕＲＳの送信をトリガするように非周期的であり得る（したがって
、ｕＲＳはアップリンク許可を受信することに基づくものであり、必ずしも一定期間に基
づくものではない）。一例では、シンボル１０１４におけるｕＲＳの送信は、シンボル１
０１６におけるｕＰＵＳＣＨの送信に関連付けられ得る。たとえば、シンボル１０１２に
おけるリソース許可がシンボル１０１６におけるｕＰＵＳＣＨ送信およびｕＲＳトリガを
指定する場合、ＵＥは、その許可においてｕＲＳトリガを受信することに基づいて、先行
するシンボル１０１４においてｕＲＳを送信することを決定し得る。この点について、た
とえば、トリガは、ｕＲＳを送信するためのアップリンクリソース許可に関係するシンボ
ルの前のシンボルの数（または、より一般的にはＴＴＩ）を指定し得る。図示されていな
いが、ｕＲＳがトリガされない別のｕＰＵＳＣＨ送信で、たとえばシンボル１０１６の直
後のシンボルで、同じＵＥがスケジュールされ得る。この場合、このｕＰＵＳＣＨ送信は
、復調については、シンボル１０１２におけるｕＲＳに依拠し得る。図示されていないが
、付随するｕＰＵＳＣＨまたはｕＰＵＣＣＨなしに、１つまたは複数のシンボルにおいて
ｕＲＳ送信をスケジュールすることも可能である。
【００６７】
　[0082]図１１は、ＵＬＬ通信のための例示的なフレーム構造１１００を示している。た
とえば、説明されたように、フレーム構造１１００は、（たとえば、ＯＦＤＭ、ＳＣ－Ｆ
ＤＭ、または同様のシンボルの）シンボル持続時間ＴＴＩ、２つ以上のシンボル持続時間
ＴＴＩ、スロット持続時間ＴＴＩなどを表し得る。いずれの場合も、フレーム構造１１０
０は、現在のＬＴＥ　ＵＬフレーム構造内で定義され得、フレーム構造８００（図８）と
同様であり得る。たとえば、フレーム構造１１００は、フレームの端部にＰＵＣＣＨ領域
８０２を含み、これらのＰＵＣＣＨ領域８０２は、この例ではＵＬＬフレーム構造によっ
て乱されていない。むしろ、ＵＬＬフレーム構造は、ＬＴＥにおけるＰＵＳＣＨ領域８０
４内に定義される。したがって、図示のように、ＰＵＳＣＨ領域８０６は、場合によって
はＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４中に維持され、ｕＰＵＣＣＨ領域８０８およびｕＰＵＳ
ＣＨ領域８１０も含められる。この例示的なフレーム構造１１００では、ｕＰＵＣＣＨ領
域８０８は同様に、ＵＬＬに使用可能であるＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４の端部にある
。ＬＴＥ　ＰＵＳＣＨ領域８０４の残りは、ＰＵＳＣＨ領域８０６とｕＰＵＳＣＨ領域８
１０とに分割され得る。
【００６８】
　[0083]加えて、ｕＲＳ領域１１０２は、本明細書でさらに説明されるように、受信され
たトリガに基づいてｕＲＳを送信するために、ｕＰＵＣＣＨ領域８０８およびｕＰＵＳＣ
Ｈ領域８１０内に定義される。さらに、この点について、ｕＲＳはｕＰＵＣＣＨとｕＰＵ
ＳＣＨの両方のために送信され得る（たとえば、ｕＰＵＣＣＨのためのｕＲＳは、ｕＰＵ
ＣＣＨを介した通信を復調するのを支援するためのＤＭ－ＲＳであり得、ｕＰＵＳＣＨの
ためのｕＲＳは、ｕＰＵＳＣＨを介した通信を復調するのを支援するためのＤＭ－ＲＳで
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あり得る）。ｕＰＵＣＣＨのためのｕＲＳは、ｕＰＵＣＣＨ領域８０８のｕＲＳ領域１１
０２に示されるように、狭帯域であって半静的周波数ロケーションにあってもよく、一方
で、ＰＵＳＣＨのためのｕＲＳは、ｕＰＵＳＣＨ領域８１０内のｕＲＳ領域１１０２内に
示されるように、広帯域であって潜在的に動的周波数ロケーションにあってもよい。この
点について、ｕＲＳは、ｕＰＵＣＣＨまたはｕＰＵＳＣＨのものと一致する帯域幅サイズ
、周波数ロケーション、アンテナポートの数などのうちの少なくとも１つを有し得る。Ｌ
ＴＥとＵＬＬとが所与のＴＴＩにおいて共存し得るように、実質的にどんなフレーム構造
が採用されてもよいことは諒解されたい。さらに、本明細書でさらに説明されるように、
たとえば、ｅＮＢはフレーム構造１１００に従ってリソースを割り振ることができ（した
がってＬＴＥおよび／またはＵＬＬ通信をサポートすることができ）、受信側のＵＥは、
ｅＮＢによって割り振られたリソースを使用することによって、フレーム構造に対してい
くぶんかアグノスティックとなり得る。
【００６９】
　[0084]図１２～図１８を参照すると、本明細書で説明されるアクションまたは機能を実
行することができる１つまたは複数の構成要素および１つまたは複数の方法に関して態様
が示されている。一態様では、本明細書で使用されるときに、「構成要素」という用語は
、システムを構成する部分のうちの１つであってよく、ハードウェアまたはソフトウェア
またはそれらの何らかの組合せであってよく、他の構成要素に分割され得る。図１３～図
１８において後述される動作は、特定の順序で、および／または例示的な構成要素によっ
て実行されるものとして提示されるが、アクションの順序およびアクションを実行する構
成要素は、実装形態に応じて変更され得ることを理解されたい。その上、以下のアクショ
ンまたは機能は、特別にプログラムされたプロセッサ、特別にプログラムされたソフトウ
ェアもしくはコンピュータ可読媒体を実行するプロセッサによって、または説明されるア
クションもしくは機能を実行することが可能なハードウェア構成要素および／もしくはソ
フトウェア構成要素の任意の他の組合せによって実行され得ることを理解されたい。
【００７０】
　[0085]図１２は、ＵＬＬを使用してワイヤレスネットワークにおいて通信するための例
示的なシステム１２００を示している。システム１２００は、上記の図１、図２、図６な
どにその例が記載されているワイヤレスネットワークにアクセスするためにｅＮＢ１２０
４と通信するＵＥ１２０２を含む。ＵＥ１２０２は、ｅＮＢ１２０４を介してワイヤレス
ネットワーク（たとえば、コアネットワーク１３０）と通信し得る。一態様では、ｅＮＢ
１２０４およびＵＥ１２０２は、構成された通信リソースを介してｅＮＢ１２０４からＵ
Ｅ１２０２に制御および／またはデータメッセージ（たとえば、シグナリング）を通信す
るために、ダウンリンク信号１２０９がｅＮＢ１２０４によって（たとえば、トランシー
バ１２５６を介して）送信され、ＵＥ１２０２によって（たとえば、トランシーバ１２０
６を介して）受信され得る１つまたは複数のダウンリンクチャネルを確立していることが
ある。さらに、たとえば、ｅＮＢ１２０４およびＵＥ１２０２は、構成された通信リソー
スを介してＵＥ１２０２からｅＮＢ１２０４に制御および／またはデータメッセージ（た
とえば、シグナリング）を通信するために、アップリンク信号１２０８がＵＥ１２０２に
よって（たとえば、トランシーバ１２０６を介して）送信され、ｅＮＢ１２０４によって
（たとえば、トランシーバ１２５６を介して）受信され得る１つまたは複数のアップリン
クチャネルを確立していることがある。たとえば、ｅＮＢ１２０４は、本明細書で説明さ
れるように、ＵＥ１２０２がＵＬＬおよび／またはＬＴＥ通信１２８２をｅＮＢ１２０４
に（たとえば、関連する制御データ、基準信号などとともに）送信し得るリソースを示し
得るアップリンクリソース許可１２８０をＵＥ１２０２に通信し得る。
【００７１】
　[0086]一態様では、ＵＥ１２０２は、たとえば、１つまたは複数のバス１２０７を介し
て通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ１
２０５を含み得、また、本明細書で説明されるように、１つまたは複数のｅＮＢまたは他
のネットワークノードとのＵＬＬ通信を受信および送信するための通信構成要素６６１と
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ともに動作し得るか、またはさもなければその通信構成要素６６１を実装し得、それは、
ダウンリンクまたはアップリンクＵＬＬチャネルのためのｅＮＢ１２０４からのＵＬＬリ
ソース許可を受信することと、ＵＬＬリソースを介して通信することとを含み得る。たと
えば、通信構成要素６６１に関連する様々な動作は実装され得るか、またはさもなければ
１つもしくは複数のプロセッサ１２０３によって実行され得、一態様では、単一のプロセ
ッサによって実行され得るが、他の態様では、動作のうちの異なるものが、２つ以上の異
なるプロセッサの組合せによって実行され得る。たとえば、一態様では、１つまたは複数
のプロセッサ１２０３は、モデムプロセッサ、またはベースバンドプロセッサ、またはデ
ジタル信号プロセッサ、または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、または送信プロセッ
サ、受信プロセッサ、またはトランシーバ１２０６に関連付けられたトランシーバプロセ
ッサのうちの任意の１つまたは任意の組合せを含んでよい。さらに、たとえば、メモリ１
２０５は、限定はしないが、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）、読取り専用メモリ（Ｒ
ＯＭ）、プログラマブルＲＯＭ（ＰＲＯＭ）、消去可能ＰＲＯＭ（ＥＰＲＯＭ）、電気的
消去可能ＰＲＯＭ（ＥＥＰＲＯＭ）、磁気ストレージデバイス（たとえば、ハードディス
ク、フロッピーディスク、磁気ストリップ）、光ディスク（たとえば、コンパクトディス
ク（ＣＤ）、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ））、スマートカード、フラッシュメモリ
デバイス（たとえば、カード、スティック、キードライブ）、レジスタ、リムーバブルデ
ィスク、ならびに、コンピュータまたは１つもしくは複数のプロセッサ１２０３によって
アクセスされ読み取られ得るソフトウェアおよび／またはコンピュータ可読コードもしく
は命令を記憶するための任意の他の適切な媒体を含む、非一時的コンピュータ可読媒体で
あってもよい。さらに、メモリ１２０５またはコンピュータ可読記憶媒体は、１つまたは
複数のプロセッサ１２０３内に存在しても、１つまたは複数のプロセッサ１２０３の外部
にあっても、１つまたは複数のプロセッサ１２０３を含む複数のエンティティにわたって
分散するなどしてもよい。
【００７２】
　[0087]特に、１つまたは複数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ１２０５は、
通信構成要素６６１またはそれのサブ構成要素によって定義されたアクションまたは動作
を実行し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ１
２０５は、ｅＮＢ１２０４からリソース許可を取得するために、リソース許可受信構成要
素１２１０によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえ
ば、リソース許可受信構成要素１２１０は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複数
のプロセッサ１２０３の１つもしくは複数のプロセッサモジュール）、ならびに／または
、本明細書で説明される特別に構成されたリソース許可受信および／もしくは処理動作を
実行するために、メモリ１２０５に記憶され、１つもしくは複数のプロセッサ１２０３の
うちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可読コードもしくは命令、を含み
得る。さらに、たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ
１２０５は、リソース許可に関連付けられるＴＴＩを決定するためのＴＴＩ決定構成要素
１２１２によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば
、ＴＴＩ決定構成要素１２１２は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複数のプロセ
ッサ１２０３の１つもしくは複数のプロセッサモジュール）、および／または、本明細書
で説明される特別に構成されたＴＴＩ決定を実行するために、メモリ１２０５に記憶され
、１つもしくは複数のプロセッサ１２０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコ
ンピュータ可読コードもしくは命令、を含んでもよい。さらに、たとえば、１つまたは複
数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ１２０５は、場合によっては、許可された
リソースを介して通信を送信するためのトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ：transp
ort block size）、ＴＢＳスケーリング係数などを決定するためのオプションのＴＢＳ決
定構成要素１２１４によって定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では
、たとえば、ＴＢＳ決定構成要素１２１４は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複
数のプロセッサ１２０３の１つもしくは複数のプロセッサモジュール）、および／または
、本明細書で説明される特別に構成されたＴＢＳ決定動作を実行するために、メモリ１２
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０５に記憶され、１つもしくは複数のプロセッサ１２０３のうちの少なくとも１つによっ
て実行可能なコンピュータ可読コードもしくは命令、を含み得る。さらに、たとえば、１
つもしくは複数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ１２０５は、場合によっては
、ＵＬＬ通信を優先させるべきかレガシーワイヤレス技術を介した通信を優先させるべき
かを決定するためのオプションの通信優先順位付け構成要素１２１６によって定義された
アクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、通信優先順位付け構成要素
１２１６は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ１２０３の１つも
しくは複数のプロセッサモジュール）、および／または、本明細書で説明される特別に構
成された通信優先順位付け動作を実行するために、メモリ１２０５に記憶され、１つもし
くは複数のプロセッサ１２０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ
可読コードもしくは命令、を含み得る。さらに、たとえば、１つもしくは複数のプロセッ
サ１２０３および／またはメモリ１２０５は、場合によっては、１つまたは複数のＲＳを
送信するトリガを取得するためのオプションのＲＳトリガ受信構成要素１２１８によって
定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、ＲＳトリガ受信
構成要素１２１８は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ１２０３
の１つもしくは複数のプロセッサモジュール）、および／または、本明細書で説明される
特別に構成されたＲＳトリガリング動作を実行するために、メモリ１２０５に記憶され、
１つもしくは複数のプロセッサ１２０３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコン
ピュータ可読コードもしくは命令、を含み得る。
【００７３】
　[0088]同様に、一態様では、ｅＮＢ１２０４は、たとえば、１つまたは複数のバス１２
５７を介して通信可能に結合され得る１つまたは複数のプロセッサ１２５３および／また
はメモリ１２５５を含んでよく、また、本明細書で説明されるように、割り当てられたＵ
ＬＬリソースを介してＵＥ１２０２と通信するためのスケジューリング構成要素６０２の
うちの１つもしくは複数とともに動作するか、またはさもなければそのスケジューリング
構成要素６０２のうちの１つもしくは複数を実装してもよく、それは、ＵＬＬリソースに
従ってＵＥ１２０２および／または他のＵＥのためのリソース許可を提供することを含み
得る。たとえば、スケジューリング構成要素６０２に関連する様々な機能は実装されるか
、またはさもなければ１つもしくは複数のプロセッサ１２５３によって実行されてもよく
、一態様では、単一のプロセッサによって実行され得るが、上記で説明されたように、他
の態様では、機能のうちの異なるものが、２つ以上の異なるプロセッサの組合せによって
実行され得る。一例では、１つまたは複数のプロセッサ１２５３および／またはメモリ１
２５５は、ＵＥ１２０２の１つまたは複数のプロセッサ１２０３および／またはメモリ１
２０５に関して上記の例で説明されたように構成されてもよいことを諒解されたい。
【００７４】
　[0089]一例では、１つもしくは複数のプロセッサ１２５３および／またはメモリ１２５
５は、スケジューリング構成要素６０２またはそれのサブ構成要素によって定義されたア
クションまたは動作を実行し得る。たとえば、１つまたは複数のプロセッサ１２５３およ
び／またはメモリ１２５５は、１つまたは複数のＵＥのＵＬＬフレーム構造に従って１つ
または複数のリソース許可を生成するためのリソース許可生成構成要素１２２０によって
定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、リソース許可生
成構成要素１２２０は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ１２５
３の１つもしくは複数のプロセッサモジュール）、ならびに／または、本明細書で説明さ
れる特別に構成されたリソース許可生成動作を実行するために、メモリ１２５５に記憶さ
れ、１つもしくは複数のプロセッサ１２５３のうちの少なくとも１つによって実行可能な
コンピュータ可読コードもしくは命令、を含み得る。さらに、たとえば、１つもしくは複
数のプロセッサ１２５３および／またはメモリ１２５５は、１つまたは複数のＵＥからリ
ソース許可を介して受信された通信においてチャネルまたは干渉を推定するためのオプシ
ョンのチャネル／干渉推定構成要素１２２２によって定義されたアクションまたは動作を
実行し得る。一態様では、たとえば、チャネル／干渉推定構成要素１２２２は、ハードウ
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ェア（たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ１２５３の１つもしくは複数のプロセッ
サモジュール）、ならびに／または、本明細書で説明される特別に構成されたチャネルお
よび／もしくは干渉推定動作を実行するために、メモリ１２５５に記憶され、１つもしく
は複数のプロセッサ１２５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコンピュータ可
読コードもしくは命令、を含み得る。さらに、たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ
１２５３および／またはメモリ１２５５は、場合によっては、１つまたは複数のＵＥによ
るＲＳ送信をトリガするためのオプションのＲＳトリガリング構成要素１２２４によって
定義されたアクションまたは動作を実行し得る。一態様では、たとえば、ＲＳトリガリン
グ構成要素１２２４は、ハードウェア（たとえば、１つもしくは複数のプロセッサ１２５
３の１つもしくは複数のプロセッサモジュール）、ならびに／または、本明細書で説明さ
れる特別に構成されたＳＤＩ要求受信動作を実行するために、メモリ１２５５に記憶され
、１つもしくは複数のプロセッサ１２５３のうちの少なくとも１つによって実行可能なコ
ンピュータ可読コードもしくは命令、を含み得る。
【００７５】
　[0090]トランシーバ１２０６、１２５６は、１つまたは複数のアンテナ、ＲＦフロント
エンド、１つまたは複数の送信機、および１つまたは複数の受信機を通じてワイヤレス信
号を送信および受信するように構成されてもよいことは諒解されたい。一態様では、トラ
ンシーバ４０４、４５４は、ＵＥ１２０２および／またはｅＮＢ１２０４が特定の周波数
で通信し得るように、指定された周波数で動作するように同調され得る。一態様では、関
連するアップリンクまたはダウンリンク通信チャネルを介してそれぞれアップリンク信号
１２０８および／またはダウンリンク信号１２０９を通信するために、構成、通信プロト
コルなどに基づいて、指定された周波数および電力レベルで動作するように、１つもしく
は複数のプロセッサ１２０３がトランシーバ１２０６を構成してもよく、および／または
１つもしくは複数のプロセッサ１２５３がトランシーバ１２５６を構成してもよい。
【００７６】
　[0091]一態様では、トランシーバ１２０６、１２５６は、トランシーバ１２０６、１２
５６を使用して送受信されるデジタルデータを処理するように、複数の帯域で（たとえば
、マルチバンド・マルチモードモデム（図示されず）を使用して）動作し得る。一態様で
は、トランシーバ１２０６、１２５６はマルチバンドであり、特定の通信プロトコルのた
めに複数の周波数帯域をサポートするように構成され得る。一態様では、トランシーバ１
２０６、１２５６は、複数の動作ネットワークおよび通信プロトコルをサポートするよう
に構成され得る。したがって、たとえば、トランシーバ１２０６、１２５６は、指定され
たモデム構成に基づいて信号の送信および／または受信を可能にしてもよい。
【００７７】
　[0092]ＵＬＬリソースをスケジュールする一例では、図１３は、受信されたＵＬＬリソ
ース許可に従って（たとえば、ＵＥ１２０２によって）通信を送信するための方法１３０
０を示している。ブロック１３０２において、ＵＥは、ワイヤレスネットワークにおいて
通信するためにネットワークエンティティからアップリンクリソース許可を受信し得る。
リソース許可受信構成要素１２１０（図１２）は、ワイヤレスネットワークにおいて通信
するためにネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ１２０４）からアップリンクリ
ソース許可（たとえば、アップリンクリソース許可１２８０）を受信し得る。説明された
ように、たとえば、ｅＮＢは、トランシーバ１２５６を介して、ＵＥ１２０２にアップリ
ンクリソース許可をダウンリンク信号１２０９として送信し得、このアップリンクリソー
ス許可は、トランシーバ１２０６によって受信され、処理のために１つまたは複数のプロ
セッサ１２０３に提供され得る。たとえば、リソース許可は、レガシーワイヤレス通信技
術の持続時間（たとえば、ＬＴＥサブフレームのシンボル持続時間、２つ以上のシンボル
持続時間、スロット持続時間など）よりも短い持続時間を有するＴＴＩに対応するＵＬＬ
フレーム構造に従って定義され得るＵＬＬリソース許可に対応し得る。一例では、ＵＬＬ
リソース許可は、上記で説明されたＵＬＬフレーム構造８００（図８）および／または９
００（図９）に従って定義され得、したがってＴＴＩ内のいくつかのＲＢおよび／または
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ＲＢグループを含み得る。加えて、この点について、たとえば、リソース許可生成構成要
素１２２０（図１２）は、（たとえば、ＵＥ１２０２およびｅＮＢ１２０４がＵＬＬフレ
ーム構造に基づいて動作し得るＵＬＬフレーム構造に基づいて、許可においてリソースを
指定するために）ＵＬＬフレーム構造に従ってＵＥ１２０２のためのリソース許可を生成
してもよく、スケジューリング構成要素６０２は、トランシーバ１２０６を介してのリソ
ース許可受信構成要素１２１０による受信のために、トランシーバ１２５６を介してＵＥ
１２０２にリソース許可を通信（たとえば送信）し得る。
【００７８】
　[0093]一例では、ブロック１３０２においてアップリンクリソース許可を受信すること
は、場合によっては、ブロック１３０４においてネットワークエンティティから多段階リ
ソース許可（multiple-stage resource grant）を受信し得る。リソース許可受信構成要
素１２１０は、ネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ１２０４、コアネットワー
ク１３０など）から多段階リソース許可を受信し得るが、これは、トランシーバ１２０６
による受信のためにトランシーバ１２５６によって送信された複数の別個のダウンリンク
信号１２０９において、多段階リソース許可を受信することと、ＵＥ１２０２の１つまた
は複数のプロセッサ１２０３によって処理することとを含み得る。たとえば、リソース許
可生成構成要素１２２０によって生成されたリソース許可は、スケジューリング構成要素
６０２が通信の複数のインスタンスにおいてＵＥ１２０２に許可情報を送信するように、
多段階リソース許可を含み得る。たとえば、第１段階のリソース許可において、リソース
許可生成構成要素１２２０は、アップリンク許可のための変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）、ＵＥ１２０２からのアップリンク通信のための送信電力制御（ＴＰＣ）、なら
びに／またはプリコーディング情報を含み得る１つまたは複数のパラメータを含み得る。
スケジューリング構成要素６０２は、リソース許可受信構成要素１２１０が（たとえば、
通信構成要素６６１を介して）受信し得る第１段階のリソース許可をＵＥ１２０２に送信
し得る。１つの具体例では、第１段階のリソース許可は、長さにおいて１０～１３ビット
であり得、ＰＤＣＣＨ、拡張ＰＤＣＣＨ（ＥＰＤＣＣＨ）などを介してｅＮＢ１２０４か
らＵＥ１２０２に送信され得る。たとえば、第１段階の許可では、アップリンクリソース
許可のためのＭＣＳは５ビットであり得、ＴＰＣは２ビットであり得、プリコーディング
情報は３～６ビットであり得る。
【００７９】
　[0094]第２段階のリソース許可では、リソース許可生成構成要素１２２０は、ＵＥ１２
０２が以前の通信を再送信すべきか新しい通信を再送信すべきかを示すための新規データ
インジケータ（ＮＤＩ：new data indicator）、ＮＤＩが関係するＨＡＲＱプロセスを示
すためのＨＡＲＱプロセスアイデンティティ、第１段階のリソース許可においてシグナリ
ングされたＭＣＳからのＭＣＳの変化を示すためのデルタＭＣＳ、ＲＳを送信するときに
、許可されたリソース全体にわたってリソースブロックに適用されるべきサイクリックシ
フトを示すＲＳサイクリックシフト、ＵＬＬ　ＲＳトリガリングインジケータ（たとえば
、本明細書でさらに説明されるＲＳトリガリング構成要素１２２４によって準備されるＲ
Ｓ送信をトリガリングするための１つもしくは複数の条件もしくは関係するパラメータ）
、チャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告するための１つもしくは複数の条件もしくは関係す
るパラメータを示す非周期的ＣＳＩトリガ、および／または許可されたリソースの指示、
を含み得る１つまたは複数の付加的なパラメータを含み得る。リソース許可受信構成要素
１２１０はしたがって、通信構成要素６６１を介して多段階の割り当てを受信し得、（た
とえば、ＭＣＳを使用すること、ＴＰＣを適用すること、ＲＳサイクリックシフトに従っ
てＲＳを含めること、トリガを検出したときにＣＳＩを通信することなど）多段階の割り
当てにおいて指定されたパラメータを使用してｅＮＢ１２０４に通信を送信するように通
信構成要素６６１を構成し得る。具体例では、第２段階のリソース許可は、許可がダウン
リンクに対するものかアップリンクに対するものかを差別化する、１ビットであるビット
、１ビットであるＮＤＩ、１ビットであるデルタＭＣＳ、（たとえば、ランク１の通信に
対するシンボル０と６との間、もしくはランク２の通信のためのシンボル０／６と３／９
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との間のＤＭ－ＲＳのサイクリックシフティングを実装するかどうかを示すための）１ビ
ットの（復調ＲＳ（ＤＭ－ＲＳ：demodulation RS）サイクリックシフトであり得る）Ｒ
Ｓサイクリックシフト、１ビットのｕＲＳトリガリング指示、１ビットの非周期的ＣＳト
リガ、および／または４ビットのリソース割振り、を含む１０ビットであり得る。
【００８０】
　[0095]加えて、一例では、ブロック１３０２においてアップリンクリソース許可を受信
することは、場合によっては、ブロック１３０６においてネットワークエンティティから
ＴＢＳスケーリング指示を受信し得る。リソース許可受信構成要素１２１０は、ネットワ
ークエンティティから（たとえば、ｅＮＢ１２０４から）ＴＢＳスケーリング指示を受信
し得る。したがって、たとえば、リソース許可生成構成要素１２２０によって生成された
リソース許可は、リソース許可においてＵＥ１２０２に割り振られたＲＢサイズに基づい
たＴＢＳスケーリングの指示を含み得る。したがって、リソース許可受信構成要素１２１
０は、ＴＢＳスケーリング指示を受信し得、ＴＢＳ決定構成要素１２１４は、ＴＢＳスケ
ーリング指示および／またはリソース許可において割り振られた帯域幅に少なくとも部分
的に基づいてＵＬＬリソースを使用して通信するためのＴＢＳサイズを決定し得る。代替
または追加として、ＴＢＳ決定構成要素１２１４は、１つまたは複数の他のパラメータ（
たとえば、ｅＮＢ１２０４と通信する際の測定されたスループット、ｕＰＵＳＣＨ送信の
ためのリソースの利用可能性など）に基づいてＴＢＳスケーリング係数を決定し得る。た
とえば、ＴＢＳ決定構成要素１２１４は、付加的なリソースがｕＰＵＳＣＨ送信に利用可
能である場合（たとえば、付加的なリソースがリソースの１つまたは複数のしきい値数を
達成する場合）、より大きいスケーリング係数を選択し得る。同様に、ｕＰＵＳＣＨ送信
に利用可能なリソースがより少数である場合（たとえば、より少数のリソースがリソース
の１つまたは複数のしきい値数未満の場合）、より小さいスケーリング係数が選択され得
る。ブロック１３０２においてアップリンクリソース許可を受信することはまた、アップ
リンクリソース許可における１つまたは複数のＲＢグループのサイズが決定され得る開始
オフセット、割り振られた帯域幅などのリソース許可に関連する他のパラメータを受信す
ることを含み得ることは諒解されたい。
【００８１】
　[0096]ブロック１３０８において、ＵＥは、アップリンクリソース許可に基づいてサブ
フレーム内のアップリンク送信のためのＴＴＩを決定し得る。一態様では、ＴＴＩは、少
なくとも１つのシンボル、１つまたは複数のシンボル、スロットなどを含む。別の態様で
は、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシ
ンボルを含む。ＴＴＩ決定構成要素１２１２は、リソース許可受信構成要素１２１０によ
って受信されたアップリンクリソース許可に基づいて、サブフレーム内のアップリンク送
信のためのＴＴＩを決定し得る。たとえば、ＵＬＬフレーム構造８００、９００に関して
上記で説明されたように、ＴＴＩはシンボル持続時間、複数シンボル持続時間、スロット
持続時間などであり得、ここでＬＴＥサブフレームはＣＰに応じて１２個または１４個の
シンボルを備える。ＴＴＩ決定構成要素１２１２は、ｅＮＢ１２０４から受信された構成
、ｅＮＢ１２０４から受信されたリソース許可における情報（たとえば、第２段階のリソ
ース許可における許可されたリソースの指示）などに少なくとも部分的に基づいて、アッ
プリンク送信のためのＴＴＩを決定し得る。
【００８２】
　[0097]ブロック１３１０において、ＵＥは、ＴＴＩの間にアップリンクリソース許可に
おいて指定されたリソースを介してネットワークエンティティに通信を送信し得る。たと
えば、一態様では、通信構成要素６６１は、ＴＴＩの間にアップリンクリソース許可にお
いて指定されたリソースを介してネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ１２０４
）に通信（たとえば、ＵＬＬ通信１２８２）を送信し得、ここでＴＴＩは、説明されたよ
うに、持続時間においてサブフレームよりも短くなり得る。説明されたように、通信を送
信することは、１つまたは複数のプロセッサ１２０３が、ＲＦフロントエンドなどを介し
て１つまたは複数のアンテナを介して送信するための信号を生成するために、トランシー
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バ１２０６にデータおよび／または関係する信号情報を提供することを含み得る。たとえ
ば、ＴＴＩの短縮が原因で、干渉は、ＴＴＩ全体にわたって（たとえば、シンボル全体に
わたって）変化することがあり、したがって、ＵＬＬ通信のためにＴＴＩレベルで（たと
えば、シンボルレベル、２シンボルレベル、スロットレベルなどで）干渉消去を実行する
ことが望ましくなり得る。この点について、一例では、ブロック１３１０において通信を
送信することは、場合によってはブロック１３１２において、干渉消去を容易にするため
に１つまたは複数の構成されたシンボルで１つまたは複数のシンボルをパンクチャし得る
。たとえば、パンクチャすることは、送信されるべきデータからシンボルが生成されると
、１つまたは複数の構成されたシンボルで１つまたは複数のシンボルを置き換えることを
指し得る。通信構成要素６６１は、ネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ１２０
４）に通信を送信する際の干渉消去を容易にするために、１つまたは複数の構成されたシ
ンボルで１つまたは複数のシンボルをパンクチャし、それによって１つまたは複数のパン
クチャされたシンボルを定義し得る。パンクチャされるべき１つまたは複数のシンボルは
、たとえば、ｅＮＢ１２０４が既知のロケーションでパンクチャされた１つまたは複数の
構成されたシンボルを観測し得るように、（たとえば、既知のロケーションがＵＥ１２０
２および／またはｅＮＢ１２０４において構成され得る）既知のロケーションにあり得る
。
【００８３】
　[0098]たとえば、パンクチャされたシンボルは、（たとえば、トランシーバ１２０６に
対応するプロセッサ中の）通信構成要素６６１が送信用の信号を生成するためにシンボル
にＤＦＴを実行する前にパンクチャされる（たとえば、置き換えられる）１つまたは複数
のコーディング／変調されたシンボルを含み得る。加えて、たとえば、構成されたシンボ
ルは、（たとえば、ＵＥ１２０２（および／またはｅＮＢ１２０４）における構成の際に
記憶される、ｅＮＢ１２０４から受信されるなど）、ＵＥ１２０２およびｅＮＢ１２０４
によって知られている値を有するシンボルであり得る。したがって、既知の構成されたシ
ンボルは次いで、それに応じてｅＮＢがＵＥ１２０２からの送信において構成されたシン
ボルを識別することを可能にし得、また、シンボル、後続のシンボル、サブフレームの１
つまたは複数シンボルにわたる干渉を推定するために、受信された送信とともに、構成さ
れたシンボルの既知の値を利用し得る。この点において既知の構成されたシンボルでシン
ボルをパンクチャすることは、ＵＥ１２０２からｅＮＢ１２０４に送信されるべき信号の
ＳＣ－ＦＤＭ特性を保持することになり得る。加えて、パンクチャされたシンボルは、ア
ップリンクリソース許可に対応する変調次数（modulation order）よりも低い変調次数を
有し得る。
【００８４】
　[0099]さらに、ＵＥ１２０２は、ＵＬＬおよび他のＲＡＴ（たとえば、ＬＴＥなどのレ
ガシーワイヤレス通信技術）を使用して通信するように動作可能となり得るので、場合に
よってはブロック１３１４において、ＵＥは、サブフレーム持続時間の第２のＴＴＩに関
係する他の通信に基づいてその通信を送信し得る。一態様では、他の通信はまた、ＴＴＩ
を介してスケジュールされ得る。たとえば、一態様では、通信構成要素６６１は、サブフ
レーム持続時間の第２のＴＴＩに関係する他の通信（たとえば、ＬＴＥ通信１２８２）に
基づいて通信（たとえば、ＵＬＬ通信１２８２）を送信し得るが、ここで他の通信もまた
ＴＴＩ（たとえば、ＵＬＬ　ＴＴＩ）にまたがってスケジュールされ得る。説明されたよ
うに、説明されたようにその通信を送信することは、１つまたは複数のプロセッサ１２０
３が、ＲＦフロントエンドなどを介して１つまたは複数のアンテナを介して送信するため
の信号を生成するために、トランシーバ１２０６にデータおよび／または関係する信号情
報を提供することを含み得る。言い換えれば、「通信」は任意のＵＬＬ通信であってよい
が、「他の通信」は、限定はしないが、レガシーＬＴＥ通信で定義されるＴＴＩ、他のＲ
ＡＴにおいて他の通信に関連付けられるＴＴＩなど、ＵＬＬ　ＴＴＩとは異なるＴＴＩに
関係する任意の通信であってよい。したがって、一態様では、通信構成要素６６１は、（
たとえば、ＵＬＬを介した）通信のスケジュールされた同時送信と、（たとえば、ＬＴＥ
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などのレガシーのワイヤレス通信技術を介した）他の通信との間の潜在的な競合（confli
cts）を、同じ時間間隔（たとえば、サブフレームまたはその一部）において処理し得る
。
【００８５】
　[00100]たとえば、ブロック１３１４において他の通信に基づいて通信を送信すること
は、場合によっては、ブロック１３１６において、ＴＴＩの間にその通信と他の通信とを
同時に送信することを含み得る。たとえば、一態様では、通信構成要素６６１は、ＴＴＩ
の間にその通信と他の通信の両方を同時に送信し得る。このことは、１つまたは複数のプ
ロセッサ１２０３が送信のためにトランシーバ１２０６に提供するための信号を生成する
ことを含み得るが、ここで、その信号は、その信号に対応する同様の周波数および／また
は時間リソースにおいて、その通信と他の通信とを含み得る。たとえば、このことは、通
信構成要素６６１がそれぞれのリソースを介してその通信と他の通信とを送信することを
含み得るが、ここで、その通信および他の通信に割り当てられたＲＢおよび／またはＲＢ
グループは競合しない（ただし、その通信と他の通信とは、１つもしくは複数のサブフレ
ームまたはそれの一部分において時間領域で重複し得る）。別の例では、通信構成要素６
６１は、その通信と他の通信とを同時に送信し得るが、ここで、他の通信は、（たとえば
、ＰＵＣＣＨまたはＰＵＳＣＨからｕＰＵＳＣＨ送信上に制御情報をピギーバックする（
piggyback）など）、ＵＬＬ通信上の他の通信からの制御情報を含むこと（たとえば、ピ
ギーバックすること（piggybacking））によって制御情報を含む。
【００８６】
　[00101]たとえば、図８および図９を参照すると、このピギーバックすることは、通信
構成要素６６１が、ＵＬＬ領域（たとえば、ｕＰＵＳＣＨ領域８１０および／またはｕＰ
ＵＣＣＨ領域８０８）においてＵＬＬ通信を通信する間に、ＰＵＣＣＨ領域８０２（およ
び／またはＵＬＬ通信用に構成されたフレーム構造に応じてＰＵＳＣＨ領域８０６）にお
ける他の通信のための制御情報を送信することを含み得る。ＰＵＣＣＨ通信は、ＡＣＫ／
ＮＡＣＫ、スケジューリング要求（ＳＲ）、ＣＳＩなどのアップリンク制御インジケータ
（ＵＣＩ）を含み得る。別の例では、しかしながら、通信構成要素６６１は、領域８０４
における他の通信のための制御情報を送信し得る。
【００８７】
　[00102]別の例では、ブロック１３１４において通信を送信することは、場合によって
は、ブロック１３１８において、他の通信よりもその通信を優先させ得る。通信優先順位
付け構成要素１２１６は、ＴＴＩにおいて他の通信（たとえば、ＬＴＥ通信）よりもその
通信（たとえば、ＵＬＬ通信）を優先させ得る。たとえば、１つまたは複数のアップリン
クリソース許可がｅＮＢ１２０４から受信される結果として、通信（たとえば、ＵＬＬ通
信）と他の通信（たとえば、ＬＴＥ通信）とが（たとえば、ＴＴＩが重複する）同様のリ
ソースにおいてスケジュールされることになり、これは本明細書では衝突または衝突リソ
ース（a collision or colliding resources）と呼ばれる。たとえば、ＵＬＬ通信は、他
の通信がスケジュールされているサブフレームＴＴＩ内にシンボルがあるシンボルＴＴＩ
においてスケジュールされ得る。この点について、ブロック１３１８において通信を優先
させることは、通信優先順位付け構成要素１２１６が、他の通信の送信と重複するリソー
スにおける送信のためにＵＬＬ通信を優先させること、通信優先順位付け構成要素１２１
６が、サブフレームにおける後続のＴＴＩで生じ得るＵＬＬ通信を優先させる際に、ＴＴ
Ｉ（たとえば、ＬＴＥサブフレーム）全体にわたって他の通信をドロップすることなどを
含み得る。これにより、ＵＬＬ通信を送信するために生成された信号においてシングルキ
ャリア波形が保持され得るが、このことは、少なくとも、シングルキャリア信号が低いＰ
ＡＰＲを示すためにＵＥ１２０２がリンク制限されている場合に有益となり得る。他の通
信よりもその通信を優先させることに関係する上記の例では、その通信は、ＵＬＬにおけ
るｕＰＵＣＣＨ通信、ｕＰＵＳＣＨ通信、ｕＲＳ通信などに関係し得、および／または他
の通信は、ＬＴＥにおけるＰＵＣＣＨ通信、ＰＵＳＣＨ通信、ＳＲＳ通信などに関係し得
る。
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【００８８】
　[00103]しかしながら、ＵＬＬ通信がＰＵＣＣＨ　ＬＴＥ通信よりも優先される場合、
たとえば、１つまたは複数のＰＵＣＣＨシンボルをドロップすることは、ＲＢにわたる時
間領域の広がりが原因で、ＬＴＥにおいて現在定義されているＰＵＣＣＨフォーマット（
たとえば、フォーマット１、１ａ、１ｂ、２ａ、２ｂ、３など）に基づいて、同じＲＢの
他のＰＵＣＣＨとの非直交性を引き起こし得る。したがって、たとえば、ＵＬＬ通信を優
先させることは、通信構成要素６６１が、ＬＴＥにおいて現在定義されているＰＵＣＣＨ
フォーマットの外の新たに定義されたフォーマットを使用して、他の通信（たとえば、Ｌ
ＴＥにおけるＰＵＣＣＨ通信）を送信することを含み得るが、ここで、新たに定義された
フォーマットは、ＲＢにわたって時間領域に広がるものではないか、またはさもなければ
、時間領域の広がりにおけるギャップを許容するものである。別の例では、通信構成要素
６６１は、他の通信と重複するＲＢ中でＵＬＬ通信を送信することを決定したことなどに
基づいて、ＵＬＬ通信を送信するために使用されるものとは異なるＲＢ中で他の通信を送
信し得る。
【００８９】
　[00104]追加として、または代替として、たとえば、１３１４において他の通信に基づ
いて通信を送信することは、場合によっては、ブロック１３２０において、その通信より
も他の通信を優先させ得る。通信優先順位付け構成要素１２１６は、いくつかの例ではそ
の通信（たとえば、ＵＬＬ通信）よりも他の通信（たとえば、ＬＴＥ通信）を優先させ得
る。たとえば、他の通信が、上位層のシグナリング（たとえば、ｅＮＢ１２０４とのＲＲ
Ｃ接続に関係するシグナリングなどのＲＲＣシグナリング）に対応する場合、通信優先順
位付け構成要素１２１６は、その通信と他の通信とがいずれも最初にスケジュールされる
（たとえば、衝突する）サブフレームまたはそれの一部分においてＵＬＬ通信が送信され
ないように、他の通信を優先させ得る。
【００９０】
　[00105]別の例では、ブロック１３１０において通信を送信する際、ＵＬＬにおけるｕ
ＰＵＳＣＨ通信用のリソースとｕＲＳ通信用のリソースとが衝突する可能性がある（たと
えば、リソース許可受信構成要素１２１０がｕＲＳトリガでリソース許可を受信する場合
）。一例では、そのような衝突が存在する場合、通信構成要素６６１は、ＴＴＩの間にｕ
ＲＳの代わりにｕＰＵＳＣＨを送信し得る。別の例では、通信構成要素６６１は、ＴＴＩ
の間にｕＰＵＳＣＨとｕＲＳの両方を同時に送信し得る。この場合、通信構成要素６６１
は、これらの２つのチャネルを送信することができ、その結果、そのチャネルは、ＴＴＩ
の間に同じ帯域幅内の異なるリソースを占有することによって同じ帯域幅を共有し得る。
【００９１】
　[00106]別の例では、ＵＬＬにおけるｕＰＵＣＣＨ通信用のリソースとｕＲＳ通信用の
リソースとがＴＴＩの間に衝突する可能性がある。一例では、そのような衝突が存在する
場合、通信構成要素６６１は、ＴＴＩの間にｕＲＳの代わりにｕＰＵＣＣＨを送信し得る
。別の例では、通信構成要素６６１は、ＴＴＩの間にｕＰＵＣＣＨとｕＲＳの両方を同時
に送信し得る。この場合、通信構成要素６６１は、これらの２つのチャネルを送信するこ
とができ、その結果、そのチャネルは、ＴＴＩの間に同じ帯域幅内の異なるリソースを占
有することによって同じ帯域幅を共有し得る。
【００９２】
　[00107]別の例では、通信構成要素６６１は、上記で説明されたように、ＴＴＩにわた
るチャネル推定または干渉推定を容易にするために、１つまたは複数のシンボルを変調シ
ンボルのセットと多重化し得る。一例では、変調シンボルのセットは、ｅＮＢ１２０４ま
たは他のネットワークエンティティに知られ得る所定の値（ゼロを含む）を有し得る。別
の例では、変調シンボルのセットは、リソース許可に対応する残りのシンボルよりも、低
い変調次数に基づいて変調シンボルを識別することを容易にするために、リソース許可に
対応する変調次数よりも低い変調次数を有し得る。
【００９３】
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　[00108]図１４は、基礎をなすレガシー通信技術の持続時間よりも短い（たとえば、Ｌ
ＴＥにおけるサブフレームよりも短い）持続時間を有するＴＴＩに基づいて１つまたは複
数のＵＥのために（たとえば、ｅＮＢ１２０４によって）アップリンク通信をスケジュー
ルするための例示的な方法１４００を示している。ブロック１４０２において、ｅＮＢは
、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボル、スロ
ットなどを備えるＴＴＩに基づいて、ＵＥのためのアップリンク通信をスケジュールする
ために、ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成し得る。たとえば、一態様では、
リソース許可生成構成要素１２２０は、説明されたように、サブフレーム中の複数のシン
ボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備えるＴＴＩに基づいて、ＵＥ１２
０２のためのアップリンク通信をスケジュールするために、ＵＥ１２０２のためのアップ
リンクリソース許可を生成し得る。たとえば、リソース許可生成構成要素１２２０は、た
とえば、１つのシンボル、または２つ以上のシンボル、または１つのスロットなどの持続
時間を有するＴＴＩに基づいて、ＵＬＬ通信のためのアップリンクリソース許可を生成し
得る。加えて、リソース許可生成構成要素１２２０は、説明したように、１つまたは複数
のアップリンクチャネル上における制御またはデータ送信のために割り振られたＴＴＩ内
に１つまたは複数のＲＢグループを含むように、アップリンクリソース許可を生成し得る
。一例では、ＵＬＬリソース許可は、上記で説明されたＵＬＬフレーム構造８００（図８
）および／または９００（図９）に従って定義され得る。さらに、説明されたように、リ
ソース許可生成構成要素１２２０は、ＴＴＩを介してＵＥ１２０２に付与されることが可
能なシステム帯域幅の量に基づいて、同様のサイズである複数のＲＢグループを含むよう
に、アップリンクリソース許可を生成し得る。
【００９４】
　[00109]ブロック１４０４において、ｅＮＢは、ＵＥにアップリンクリソース許可を通
信し得る。たとえば、一態様では、スケジューリング構成要素６０２は、ＵＥにアップリ
ンクリソース許可（たとえば、アップリンクリソース許可１２８０）を通信し得る。説明
されたように、通信することは、１つまたは複数のプロセッサ１２５３が、ＲＦフロント
エンドなどを介して１つまたは複数のアンテナを介して送信するための信号を生成するた
めに、トランシーバ１２５６にデータおよび／または関係する信号情報を提供することを
含み得る。たとえば、スケジューリング構成要素６０２は、説明されたように、ダウンリ
ンク信号における１つまたは複数のダウンリンクチャネル（たとえば、ＰＤＣＣＨまたは
ｕＰＤＣＣＨなど）を介してアップリンクリソース許可を通信し得、その結果、説明され
たように、リソース許可受信構成要素１２１０は（たとえば、トランシーバ１２０６を介
して）アップリンクリソース許可を取得し得、またアップリンクリソース許可において示
されたリソースを介して（たとえば、トランシーバ１２０６を介して）通信し得る。した
がって、ブロック１４０６において、ｅＮＢは、アップリンクリソース許可に基づいてＴ
ＴＩの間にＵＥからアップリンク通信を受信し得る。スケジューリング構成要素６０２は
、アップリンクリソース許可に基づいて、ＴＴＩの間にＵＥ１２０２からアップリンク通
信（たとえば、ＵＬＬ／ＬＴＥ通信１２８２）を受信し得る。説明されたように、通信を
受信することは、トランシーバ１２５６が（たとえば、ＲＦフロントエンドを介して）１
つまたは複数の信号を受信し、復号すること、復調すること、またはさもなければその信
号を処理してそこからデータを取得するために、１つまたは複数のプロセッサ１２５３に
その信号に関する情報を提供することを含み得る。
【００９５】
　[00110]加えて、一例では、ブロック１４０４においてアップリンクリソース許可を通
信することは、場合によっては、ブロック１４０８においてＵＥに多段階許可を通信し得
る。たとえば、一態様では、リソース許可生成構成要素１２２０は、アップリンクリソー
ス許可を多段階許可として生成し得、スケジューリング構成要素６０２は、その多段階許
可をＵＥ１２０２に通信し得る。したがって、たとえば、１つまたは複数のプロセッサ１
２５３は、多段階許可を送信するための複数の信号を生成し得、トランシーバ１２５６は
、ＲＦフロントエンドおよび１つまたは複数のアンテナを介して複数の信号を送信し得る
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。説明されたように、多段階許可は、アップリンク許可のためのＭＣＳ、ＵＥ１２０２か
らのアップリンク通信のためのＴＰＣ、および／もしくはプリコーディング情報などを含
み得る第１段階のリソース許可、ならびに／または、ＮＤＩ、デルタＭＣＳ、ＲＳサイク
リック、ＲＳトリガリング、非周期的ＣＳＩトリガ、許可されたリソースの指示などを含
み得る第２段階のリソース許可を含み得る。
【００９６】
　[00111]加えて、一例では、ブロック１４０４においてアップリンクリソース許可を通
信することは、場合によっては、ブロック１４１０において、アップリンクリソース許可
に関する１つまたは複数のパラメータをＵＥに通信し得る。たとえば、一態様では、スケ
ジューリング構成要素６０２は、アップリンクリソース許可に関する１つまたは複数のパ
ラメータをＵＥ１２０２に通信し得る。一例では、リソース許可生成構成要素１２２０は
、１つまたは複数のパラメータを含むようにアップリンクリソース許可を生成し得る。た
とえば、リソース許可生成構成要素１２２０は、１つまたは複数のアップリンクチャネル
上における制御またはデータ送信のために割り振られたＴＴＩ内の１つまたは複数のＲＢ
グループのサイズを示すために、リソース許可において開始オフセットおよび／またはシ
ステム帯域幅を指定し得る。別の例では、リソース許可生成構成要素１２２０は、アップ
リンクリソース許可のサイズに基づいて（たとえば、１つまたは複数のＲＢグループのサ
イズおよび／または数に基づいて）、アップリンクリソース許可においてＴＢＳスケーリ
ング係数を指定し得る。アップリンクリソース許可において割り振られる帯域幅は構成可
能であるので、ＴＢＳスケーリング係数は、特定のＴＢＳを達成するために、割り振られ
た帯域幅のスケーリングを示し得る。
【００９７】
　[00112]場合によっては、ブロック１４１２において、ｅＮＢは、アップリンク通信で
受信された１つまたは複数の変調シンボルと、構成された変調シンボルのセットとを比較
することに少なくとも部分的に基づいて、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくと
も１つを実行し得る。たとえば、一態様では、チャネル／干渉推定構成要素１２２２は、
アップリンク通信で受信された１つまたは複数の変調シンボルと、構成された変調シンボ
ルのセットとを比較することに少なくとも部分的に基づいて、チャネル推定または干渉推
定のうちの少なくとも１つを実行し得る。上記で説明されたように、ＵＥ１２０２は、ア
ップリンク通信における１つまたは複数のシンボルを１つまたは複数の構成された変調シ
ンボルでパンクチャし得るが、それは、ＵＥ１２０２およびｅＮＢ１２０４の各々におい
て構成されること、ＵＥ１２０２に対してｅＮＢ１２０４よって構成されることなどがあ
り、その結果、ＵＥ１２０２およびｅＮＢ１２０４はシンボル、シンボルのロケーション
などを知るようになる。この点について、たとえば、チャネル／干渉推定構成要素１２２
２は、アップリンク通信のパンクチャされたシンボルの既知のロケーションで受信された
シンボルを観測し得、また、アップリンク通信に関連付けられるチャネルおよび／または
干渉を決定するために、パンクチャされたシンボルを、既知の１つまたは複数の構成され
たシンボルと比較し得る。加えて、パンクチャされたシンボルは、検出および／またはそ
れのより信頼性の高い送信を容易にするために、説明されたように、アップリンクリソー
ス許可のリソースを介した通信に対応する変調次数よりも低い変調次数を有し得る。
【００９８】
　[00113]さらに、場合によっては、ブロック１４１４において、ｅＮＢは、第２のＴＴ
Ｉに基づいてアップリンク通信をスケジュールするために、ＵＥまたは１つもしくは複数
の他のＵＥのための第２のアップリンクリソース許可を生成し得る。たとえば、一態様で
は、リソース許可生成構成要素１２２０は、第２のＴＴＩに基づいてアップリンク通信を
スケジュールするために、ＵＥ１２０２または１つもしくは複数の他のＵＥのための第２
のアップリンクリソース許可を生成し得る。説明されたように、ｅＮＢ１２０４は、ＵＬ
Ｌ通信、およびいくつかの他の通信、たとえば、ＬＴＥなどの基礎をなすレガシー通信技
術、を使用して通信することが可能となり得る。したがって、リソース許可生成構成要素
１２２０は、ＬＴＥと同様に持続時間におけるサブフレームであるＴＴＩに基づいて、Ｕ
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Ｅ１２０２または１つもしくは複数の他のＵＥのための第２のアップリンクリソース許可
を生成し得る。この例では、ｅＮＢ１２０４は、ＵＬＬおよびＬＴＥ通信をサポートし得
る。
【００９９】
　[00114]さらに、場合によっては、ブロック１４１６において、ｅＮＢは第２のアップ
リンクリソース許可をＵＥまたは１つもしくは複数の他のＵＥに通信し得、および／ある
いは、ブロック１４１８において、ｅＮＢは第２のＴＴＩの間にＵＥまたは１つもしくは
複数の他のＵＥから付加的なアップリンク通信を受信し得る。たとえば、一態様では、ス
ケジューリング構成要素６０２は、トランシーバ１２０６によって送信された１つまたは
複数のダウンリンク信号１２０９においてＵＥ１２０２または１つもしくは複数の他のＵ
Ｅに第２のアップリンクリソース許可を通信し得、および／あるいは、アップリンク通信
がブロック１４０６において受信されるＴＴＩと重複し得る第２のＴＴＩの間に、ＵＥ１
２０２によって送信された１つまたは複数のアップリンク信号１２０８において付加的な
アップリンク通信を、たとえば、ＬＴＥなどの基礎をなすレガシー通信技術の他の通信を
、ＵＥ１２０２または１つもしくは複数の他のＵＥから受信し得る。
【０１００】
　[00115]図１５は、受信されたトリガに基づいてＲＳを（たとえば、ＵＥ１２０２によ
って）送信することを決定するための例示的な方法１５００を示している。ブロック１５
０２において、ＵＥは、ネットワークエンティティから、アップリンク制御またはデータ
チャネルのためのＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうかのインジケータを含むアップリンクリ
ソース許可を受信し得る。たとえば、一態様では、リソース許可受信構成要素１２１０は
、ネットワークエンティティ（たとえば、ｅＮＢ１２０４）から、アップリンク制御また
はデータチャネルのためのＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうかのインジケータを含むアップ
リンクリソース許可（たとえば、アップリンクリソース許可１２８０）を受信し得る。説
明されたように、たとえば、アップリンクリソース許可とインジケータとを受信すること
は、トランシーバ１２０６を介して１つまたは複数のダウンリンク信号１２０９において
アップリンクリソース許可とインジケータとを受信することと、アップリンクリソース許
可および／またはインジケータに固有の情報を取得するために、１つまたは複数のプロセ
ッサ１２０３によって信号１２０９を処理することとを含み得る。たとえば、ＤＭ－ＲＳ
は、ＵＬＬ通信について上記で説明されたｕＲＳに対応し得る。この点について、リソー
ス許可生成構成要素１２２０は、ＲＳトリガリング構成要素１２２４によって生成された
ＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうかのインジケータを含み得る、ＵＥ１２０２のためのリソ
ース許可を生成し得、スケジューリング構成要素６０２は、通信構成要素６６１を介した
リソース許可受信構成要素１２１０による受信のために、ＵＥ１２０２にリソース許可を
送信し得る。
【０１０１】
　[00116]ブロック１５０４において、ＵＥは、インジケータに少なくとも部分的に基づ
いて、少なくとも１つのＴＴＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうかを決定し得る。
ＲＳトリガ受信構成要素１２１８は、インジケータに少なくとも部分的に基づいて、少な
くとも１つのＴＴＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうかを決定し得る。たとえば、
インジケータが受信された場合、ＲＳトリガ受信構成要素１２１８は、少なくとも１つの
ＴＴＩにおいてＤＭ－ＲＳ（たとえば、ｕＲＳ）を送信することを決定し得る。さらに、
ＲＳトリガ受信構成要素１２１８は、上記で説明されたように、多段階許可で受信され得
るＲＳトリガに基づいてＤＭ－ＲＳをその中で送信すべきＴＴＩを決定し得る。たとえば
、リソース許可は、ＤＭ－ＲＳの送信に使用するために、ＴＴＩの明示的な指示（たとえ
ば、サブフレーム内のＴＴＩインデックスまたは他の識別子）、ＴＴＩの暗黙的な指示（
たとえば、リソース許可が受信されたＴＴＩに続くＴＴＩの数の指示）などを含み得る。
【０１０２】
　[00117]場合によっては、ブロック１５０６において、ＵＥは、１つまたは複数のＴＴ
ＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信することに関係する１つまたは複数のパラメータを受信し得
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る。たとえば、一態様では、ＲＳトリガ受信構成要素１２１８は、１つまたは複数のＴＴ
ＩでＤＭ－ＲＳを送信することに関係する１つまたは複数のパラメータを受信し得る。た
とえば、ＲＳトリガリング構成要素１２２４は、ＲＲＣまたは他の構成などにおいて、１
つまたは複数のパラメータをＵＥ１２０２にシグナリング、たとえば、トランシーバ１２
５６を介して１つまたは複数のダウンリンク信号１２０９において送信し得る。別の例で
は、ＲＳトリガリング構成要素１２２４は、多段階リソース許可などにおいて、１つまた
は複数のパラメータをＵＥ１２０２にシグナリングし得る。いずれの場合も、ＲＳトリガ
受信構成要素１２１８は、一例では、構成を受信することに基づいて１つまたは複数のパ
ラメータを決定し得る。ＤＭ－ＲＳを送信するための１つまたは複数のパラメータは、Ｄ
Ｍ－ＲＳの周期的送信のための１つまたは複数の周期性パラメータ、ＤＭ－ＲＳを送信す
るための帯域幅、構成されたＴＴＩ（たとえば、シンボル）においてＤＭ－ＲＳを送信す
る１つまたは複数の周波数ロケーション、いくつかの構成されたＴＴＩにわたって異なる
周波数ロケーションでＤＭ－ＲＳを送信する際に使用するためのホッピングパターン、Ｄ
Ｍ－ＲＳを送信する際に使用するためのアンテナポートの数、ＤＭ－ＲＳを送信する際に
使用するための（たとえば、レガシーＳＲＳシンボルに対して定義された）コムレベル（
comb level）などを含み得る。別の例では、ＲＳトリガ受信構成要素１２１８は、ｕＰＵ
ＣＣＨおよび／またはｕＰＵＳＣＨ送信のために受信された同様のパラメータに基づいて
１つまたは複数のパラメータを決定し得る。
【０１０３】
　[00118]周期的ｕＲＳ送信の場合、たとえば、１つまたは複数のパラメータの少なくと
もサブセットは、周期性（たとえば、ＴＴＩの単位の指示、ミリ秒（ｍｓ）、またはｕＲ
Ｓが周期的に送信されるＴＴＩを示す他のパラメータ）など、周期的ＲＳトリガに関係し
得る。１つまたは複数のパラメータはまた、ｕＲＳが（たとえば、Ｎが正の整数であり得
る、Ｎ個のサブフレームごとに）サブフレーム中のＴＴＩの特定のセットで送信されるよ
うな周期性を定義し得る。別の例では、１つまたは複数のパラメータは、ｕＲＳが送信さ
れるべき帯域幅の指示（たとえば、リソースブロックの数）を含み得る。一例では、帯域
幅の指示は、４つのリソースブロックの整数倍を含み得る。別の例では、１つまたは複数
のパラメータは、ｕＲＳのホッピングパターンを定義することに関係し得るが、ここで、
ｕＲＳを送信するために利用されるリソースは、（たとえば、パラメータに基づいて、ま
たは別の方法で）１つのＴＴＩにおける１つの周波数ロケーションから別のＴＴＩにおけ
る別の周波数ロケーションにホッピングし得る。したがって、たとえば、１つまたは複数
のパラメータは、パターンを定義する周波数ロケーションの指示、または１つもしくは複
数のＴＴＩ間での周波数リソース間の間隔の指示などを含み得る。さらに、たとえば、１
つまたは複数のパラメータは、ｕＲＳを送信する際に利用するアンテナポートの数の指示
を含み得る。たとえば、ｕＲＳがｕＰＵＣＣＨ送信に関係する（そして、たとえば、図１
１に示されるようにｕＰＵＣＣＨ領域８０８で送信される）場合、アンテナポートの数は
１に固定され得る。ｕＲＳがｕＰＵＳＣＨ送信に関係する（そして、図１１に示されるよ
うにｕＰＵＳＣＨ領域８１０で送信される）場合、アンテナポートの数は、ｕＰＵＳＣＨ
上における可能なＵＬ　ＭＩＭＯ動作に関連して１、２、４などになり得る。さらに、各
アンテナポートは、プリコーディングされていなく（non-precoded）てもよく、および／
または１ポートＳＲＳに類似していてもよい。さらに、１つまたは複数のパラメータは、
各アンテナポートに対して、異なるサイクリックシフトまたはコムオフセット（comb off
sets）を割り当て得る。たとえば、周期的ｕＲＳは、非周期的ｕＲＳが利用できないとき
にはｕＰＵＣＣＨおよび／もしくはｕＰＵＳＣＨ復調に、または利用可能なときには非周
期的ｕＲＳと組み合わせて、使用され得る。周期的ｕＲＳはまた、特に、ｕＲＳが異なる
送信において周波数ホッピングで有効化されるとき、アップリンクサブバンドベースのス
ケジューリングを支援するためにも使用され得る。周期的ｕＲＳはまた、アップリンク電
力制御、アップリンク時間／周波数トラッキングなどの点で「キープアライブな（keep-a
live）」ＵＬ動作をもたらし得る。
【０１０４】
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　[00119]非周期的ｕＲＳの場合、非周期的ＲＳトリガは、タイミング関係に基づいたＴ
ＴＩ（たとえば、トリガ後の３ＴＴＩ）、および／または付加的に周期性に基づいたＴＴ
Ｉ（たとえば、ＴＴＩの単位の指示、ミリ秒（ｍｓ）、またはｕＲＳが周期的に送信され
るＴＴＩを示す他のパラメータ）のいずれかに関係するものとして定義され得る。１つま
たは複数のパラメータはまた、ｕＲＳが場合によっては（たとえば、Ｎが正の整数であり
得る、Ｎ個のサブフレームごとに）サブフレーム中のシンボルの特定のセットで送信され
るような周期性を定義し得る。一例として、１つまたは複数のパラメータが、シンボルｎ
でトリガされる非周期的ｕＲＳを送信することに関係し、ここでｎが正の整数であり得る
場合、シンボルｎ＋３が非周期的ｕＲＳ送信のためのシンボルとして構成されていないが
、シンボルｎ＋４が非周期的ｕＲＳ送信のためのシンボルとして構成されている場合、通
信構成要素６６１は、代わりにシンボルｎ＋４で非周期的ｕＲＳを送信し得る。周期的ｕ
ＲＳに関して説明されたように、１つまたは複数のパラメータは、ｕＲＳが送信されるべ
き帯域幅を含み得る。非周期的ｕＲＳは、トリガされると、１回（ワンショット送信）の
み、または複数回（マルチショット送信）送信され得る。マルチショットの非周期的ｕＲ
Ｓの場合、ｕＲＳが１つの送信における１つの周波数ロケーションから別の送信における
別の周波数ロケーションにホッピングし得るように、ホッピングが有効化され得る（たと
えば、および、関連するホッピングパターンパラメータが構成される）。非周期的ｕＲＳ
はまた、周期的ｕＲＳに関して同様に説明されたように（たとえば、ｕＰＵＣＣＨのため
の非周期的ｕＲＳが１つのアンテナポートを使用し得、および／またはｕＰＵＳＣＨのた
めのｕＲＳが１つ、２つ、４つなどのアンテナポートを使用し得るように）いくつかのア
ンテナポートで構成され得る。上記で説明されたように、この例では、各アンテナポート
は、プリコーディングされていなくてもよく、および／または１ポートＳＲＳに類似して
いてもよい。さらに、１つまたは複数のパラメータは、各アンテナポートに対して、異な
るサイクリックシフトまたはコムオフセットを割り当て得る。非周期的ｕＲＳは、ｕＰＵ
ＣＣＨおよび／またはｕＰＵＳＣＨ復調のために単独で、または利用可能なときに周期的
ｕＲＳと組み合わせて使用され得る。付随するｕＰＵＣＣＨまたはｕＰＵＳＣＨがあると
き、ｕＲＳパラメータは一貫したものとなるか、またはｕＰＵＣＣＨもしくはｕＰＵＳＣ
Ｈパラメータに基づき得る。たとえば、ｕＲＳは、対応するｕＰＵＳＣＨと同じ帯域幅、
周波数ロケーション、およびアンテナポートの数を有し得る。付随するｕＰＵＣＣＨまた
はｕＰＵＳＣＨがないとき、ｕＲＳパラメータは、たとえば、アップリンクリソース許可
における何らかの動的指示に基づき得る。
【０１０５】
　[00120]いずれの場合も、場合によっては、ブロック１５０８において、ＵＥは、ＤＭ
－ＲＳを送信することを決定したことに基づいて、ＴＴＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信し得
る。たとえば、一態様では、通信構成要素６６１は、ＲＳトリガ受信構成要素１２１８が
ＴＴＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信することを決定したことに基づいて、ＴＴＩにおいてＤ
Ｍ－ＲＳを（たとえばＵＬＬ／ＬＴＥ通信１２８２として）送信し得る。したがって、Ｔ
ＴＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信することは、場合によっては、ブロック１５１０において
、１つまたは複数の構成されたパラメータに基づいてＤＭ－ＲＳを送信することを含み得
る。１つまたは複数の構成されたパラメータは、上記で説明されたように、１つまたは複
数のＴＴＩにおいて周期的および／または非周期的ＤＭ－ＲＳ（たとえば、ｕＲＳ）を送
信するための、ＲＳトリガ受信構成要素１２１８によって受信または決定された１つまた
は複数のパラメータに対応し得る。説明されたように、ＲＳを送信することは、通信構成
要素６６１が１つまたは複数のＴＴＩにおいてＤＭ－ＲＳを送信することを含み得、ここ
で、１つまたは複数のプロセッサ１２０３は、（たとえば、ホッピングパターンに基づき
得る指定された周波数ロケーションを使用する、指定された数のアンテナポートまたはコ
ムレベルを使用するなどして）ＲＦフロントエンドを介して１つまたは複数のアンテナを
介してトランシーバ１２０６によって送信するための対応する信号を生成し得る。一例で
は、上記のタイムライン１０００、１０１０に示されるように、通信構成要素６６１によ
って送信されたＤＭ－ＲＳ（たとえば、ｕＲＳ）は、１つのシンボルを占有し得る。加え
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て、たとえば、各ＤＭ－ＲＳは、構成可能な帯域幅、構成可能なホッピングパターンを有
することができ、そのため、ＤＭ－ＲＳは、（たとえば、ｅＮＢ１２０４によって決定さ
れ、ＵＥ１２０２への１つまたは複数のパラメータを指定するＲＳトリガリング構成要素
１２２４を介して制御され得る）サブバンド、種々のコムオフセットなどにわたってホッ
プし得る。さらに、各ＤＭ－ＲＳは、１つもしくは複数のポートを表すサイクリックシフ
トを介して指示され得るおよび／またはプリコードされていない１つまたは複数のポート
を有し得る。サイクリックシフティングは、ＲＳトリガリング構成要素１２２４によって
構成され、ＵＥ１２０２に（たとえば、リソース許可の一部としてまたは別の方法で）指
定され得る。
【０１０６】
　[00121]一例では、通信構成要素６６１は、ｅＮＢ１２０４から受信された１つまたは
複数のパラメータに基づいて、（たとえば、ダウンリンク制御インジケータ（ＤＣＩ）で
）アップリンクリソース許可を受信することによってトリガされる非周期的ｕＲＳを送信
し得る。たとえば、通信構成要素６６１は、タイミングが対応するｕＰＵＳＣＨとは異な
るようにｕＲＳを送信し得る（たとえば、図１０のタイムライン１０１０に示されるよう
に、アップリンク許可が受信されてから３ＴＴＩの後にｕＲＳを送信するが、ここでｕＰ
ＵＳＣＨは、アップリンク許可から４ＴＴＩの後に送信される）。別の例では、通信構成
要素６６１は、（たとえば、図１０のタイムライン１０００に示されるように、６ＴＴＩ
、次いで９ＴＴＩの後に）ｕＲＳを送信するための明示的なＴＴＩを識別し得る１つまた
は複数のパラメータに基づいてトリガされる周期的ｕＲＳを送信し得る。加えて、一例で
は、通信構成要素６６１は、図１１に示されるように、それぞれ制御およびデータ通信に
関連付けられる周波数ロケーションにおいて、制御およびデータ通信の各々のためのｕＲ
Ｓを送信し得る（たとえば、ｕＰＵＣＣＨ領域８０８におけるｕＰＵＣＣＨ　ｕＲＳおよ
びｕＰＵＳＣＨ領域８１０におけるｕＰＵＳＣＨ　ｕＲＳ）。
【０１０７】
　[00122]場合によっては、ブロック１５１２において、ＵＥは、リソース許可に少なく
とも部分的に基づいて、ＤＭ－ＲＳと同じかまたは異なるＴＴＩにおいて制御チャネルま
たはデータチャネルのうちの少なくとも１つを送信し得る。たとえば、一態様では、通信
構成要素６６１は、（たとえば、ｅＮＢ１２０４から受信された）リソース許可に少なく
とも部分的に基づいて、ＤＭ－ＲＳと同じかまたは異なるＴＴＩにおいて制御チャネルま
たはデータチャネルのうちの少なくとも１つを送信し得る。図１３において同様に上記で
説明されたように、制御またはデータチャネルは、ＬＴＥにおけるＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣ
Ｈ、ＳＲＳなどに対応し、また並列送信が許可されていない場合はＤＭ－ＲＳの送信が優
先され得、したがって、この例では、ブロック１５１２において少なくとも１つの制御チ
ャネルまたはデータチャネルを送信することは、ＤＭ－ＲＳとは異なるＴＴＩにおいて少
なくとも１つの制御チャネルまたはデータチャネルを送信することを含み得る。別の例で
は、制御またはデータチャネルは、ｕＰＵＣＣＨまたはｕＰＵＳＣＨに対応し、またｕＲ
Ｓはそれと連携してまたは連携せずに送信され得、したがって、この例では、ブロック１
５１２において少なくとも１つの制御チャネルまたはデータチャネルを送信することは、
上記で説明されたように、ｕＲＳと同じかまたは異なるＴＴＩにおいて少なくとも１つの
制御チャネルまたはデータチャネルを送信することを含み得る。
【０１０８】
　[00123]たとえば、ｕＲＳがＬＴＥにおけるＰＵＳＣＨ送信と衝突する場合、ｕＲＳお
よびＰＵＳＣＨが送信される衝突シンボルにおいて、通信構成要素６６１が衝突シンボル
におけるＰＵＳＣＨ送信をドロップし得、および／またはＰＵＳＣＨに対してＴＴＩ全体
をドロップし得るように、ｕＲＳはＵＥ１２０２によるＰＵＳＣＨ送信よりも優先され得
る。同様に、通信構成要素６６１は、ｕＲＳ送信と衝突するシンボルにおけるＳＲＳ送信
をドロップし得る。加えて、ＵＬＬ通信とＬＴＥにおけるＰＵＣＣＨとの間の衝突に関し
て上記で説明されたように、ｕＲＳは一般にＰＵＣＣＨよりも優先され得るが、その結果
、通信構成要素６６１は衝突シンボルにおけるＰＵＣＣＨ送信をドロップし得、および／
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またはＰＵＣＣＨに対してはＴＴＩ全体をドロップし得るが、場合によっては、（たとえ
ば、ＰＵＣＣＨ通信がＲＲＣレイヤ通信に対応する場合）衝突するシンボルにおけるｕＲ
Ｓ送信がドロップされるようにＰＵＣＣＨを優先させ得るようになる。追加的に、衝突す
るＵＬＬ通信とＰＵＣＣＨ通信とに関して上記で説明されたように、通信構成要素６６１
が異なるＲＢにＰＵＣＣＨを配置することが可能となるように、付加的なＰＵＣＣＨフォ
ーマットが定義され得るが、ここで、ＰＵＣＣＨの１つまたは複数のシンボルをドロップ
することは、現在定義されているＰＵＣＣＨ形式に基づいて他のＰＵＣＣＨとの非直交性
を引き起こし得る。
【０１０９】
　[00124]図１６は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１２０２）にＤＭ－ＲＳを送信すべきかどう
かの（たとえば、ｅＮＢ１２０４による）インジケータを通信するための例示的な方法１
６００を示している。ブロック１６０２において、ｅＮＢは、少なくとも１つのＴＴＩに
おいてアップリンク制御またはデータチャネルのためのＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうか
のインジケータを含むアップリンクリソース許可を生成し得る。リソース許可生成構成要
素１２２０は、少なくとも１つのＴＴＩにおいてアップリンク制御またはデータチャネル
のためのＤＭ－ＲＳを送信すべきかどうかのインジケータを含むアップリンクリソース許
可を生成し得る。たとえば、ＲＳトリガリング構成要素１２２４は、ＤＭ－ＲＳを送信す
るためのトリガを用いてリソース許可を生成することを容易にするために、リソース許可
生成構成要素１２２０にＤＭ－ＲＳ（たとえば、ｕＲＳ）を送信するためのトリガを示し
得る。ブロック１６０２において、インジケータを含むアップリンクリソース許可を生成
することは、ブロック１６０４において、ＤＭ－ＲＳ送信に関係するアップリンクリソー
ス許可に１つまたは複数のパラメータを含め得る。リソース許可生成構成要素１２２０は
、１つまたは複数のパラメータをアップリンクリソース許可に含め得、そのパラメータは
ＤＭ－ＲＳ送信に関係するものである。説明されたように、１つまたは複数のパラメータ
は、周期的ＤＭ－ＲＳまたは非周期的ＤＭ－ＲＳを送信することに関係し得るものであり
、また、ＵＥ１２０２がＤＭ－ＲＳを送信する際に利用するために、ＤＭ－ＲＳをその間
に送信すべきＴＴＩの明示的または暗黙的指示、サイクリックシフト、帯域幅、ホッピン
グパターン、１つまたは複数の周波数ロケーション、１つまたは複数のアンテナポート、
１つまたは複数コムレベルなどのうちの１つまたは複数を含み得る。
【０１１０】
　[00125]ブロック１６０６において、ｅＮＢは、ＵＥにアップリンクリソース許可とイ
ンジケータとを送信し得る。スケジューリング構成要素６０２は、ＵＥにアップリンクリ
ソース許可（たとえば、アップリンクリソース許可１２８０）とインジケータとを送信し
得る。たとえば、スケジューリング構成要素６０２は、ＲＲＣシグナリング、（たとえば
、上記で説明されたような第２段階のＲＳトリガとして）多段階許可などにおいて、ＵＥ
１２０２にアップリンクリソース許可を通信し得る。説明されたように、スケジューリン
グ構成要素６０２は、信号情報を生成しその信号情報をトランシーバ１２５６に提供する
ために、１つまたは複数のプロセッサ１２５３に、許可およびインジケータに関係するデ
ータを提供することに基づいて、アップリンクリソース許可およびインジケータを送信し
得、トランシーバ１２５６は、許可および／またはインジケータを示す１つまたは複数の
信号を生成し、ＲＦフロントエンドを介して１つまたは複数のアンテナを介して送信する
。リソース許可受信構成要素１２１０および／またはＲＳトリガ受信構成要素１２１８は
、説明されたように、アップリンクリソース許可および／またはインジケータを受信し得
る。アップリンクリソース許可は、説明されたように、アップリンク制御および／または
データを送信するための、ならびにｕＲＳを送信するためのＵＬＬ　ＴＴＩに基づいてリ
ソースを許可することに対応し得る。
【０１１１】
　[00126]場合によっては、ブロック１６０８において、ｅＮＢは、少なくとも１つのＴ
ＴＩにおいてＵＥから１つまたは複数のＤＭ－ＲＳを受信し得る。スケジューリング構成
要素６０２は、少なくとも１つのＴＴＩにおいてＵＥ１２０２から１つまたは複数のＤＭ
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－ＲＳを受信し得る。一例では、スケジューリング構成要素６０２は、それに応じて、ア
ップリンクリソース許可の対応するリソースを介して受信された通信を復調する際にＤＭ
－ＲＳを使用し得る。ブロック１６０８において１つまたは複数のＤＭ－ＲＳを受信する
ことは、ブロック１６１０において、１つまたは複数のパラメータに少なくとも部分的に
基づいて（たとえば、ＵＬＬ／ＬＴＥ通信１２８２として）１つまたは複数のＤＭ－ＲＳ
を受信することを含み得る。したがって、説明されたように、パラメータは、ＤＭ－ＲＳ
がＵＥ１２０２によって送信されるべき少なくとも１つのＴＴＩを明示的または暗黙的に
示し得、スケジューリング構成要素６０２は、その少なくとも１つのＴＴＩにおいてＤＭ
－ＲＳを受信し得る。同様に、スケジューリング構成要素６０２は、１つまたは複数のパ
ラメータにおいて指定されたコムレベルなどに従って、アンテナポートを介して、ホッピ
ングパターンまたは周波数ロケーションに従って、帯域幅にわたってＤＭ－ＲＳを受信し
得る。一例では、スケジューリング構成要素６０２は、制御およびデータ通信のための別
個のｕＲＳを受信し得、ここで、ｕＲＳはそれぞれ、図１１に示されるように、それぞれ
制御およびデータ通信に関係する周波数リソースにおいて受信され得る。
【０１１２】
　[00127]図１７は、ＵＬＬにおいて（たとえば、ＵＥ１２０２によって）アップリンク
制御データを送信するための例示的な方法１７００を示している。ブロック１７０２にお
いて、ＵＥは、サブフレーム内のアップリンク制御チャネル送信のためのＴＴＩを決定し
得る。一態様では、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである、シ
ンボル、いくつかのシンボル、スロットなどを含む。ＴＴＩ決定構成要素１２１２は、サ
ブフレーム内のアップリンク制御チャネル送信のためのＴＴＩを決定し得る。これは、説
明されたように、一例では、ＴＴＩ持続時間、通信技術のタイプ（たとえば、ＵＬＬ）な
どを示し得る、ｅＮＢ１２０４からのリソース許可受信構成要素１２１０によって受信さ
れたリソース許可（たとえば、アップリンクリソース許可１２８０）に基づき得る。さら
に、たとえば、ＴＴＩは、説明されたように、シンボル持続時間、複数シンボル持続時間
、スロット持続時間などであり得る。
【０１１３】
　[00128]場合によっては、ブロック１７０４において、ＵＥは、ダウンリンク制御また
はデータチャネルに関連するＲＢグループインデックスに基づいて制御データを送信する
ためのリソースロケーションを決定し得る。通信構成要素６６１は、ダウンリンク制御ま
たはデータチャネルに関連するＲＢグループインデックスに基づいて制御データを送信す
るためのリソースロケーションを決定し得る。たとえば、通信構成要素６６１は、説明さ
れたように、ｅＮＢ１２０４からダウンリンク制御および／またはデータチャネル通信を
受信し得、また受信された通信に基づいてダウンリンク制御および／またはデータチャネ
ルに対する制御データを送信するためのリソースロケーションを決定し得る。たとえば、
通信構成要素６６１は、ダウンリンク制御および／またはデータチャネルが受信されるＲ
Ｂグループインデックスと同じであるが、後続のＴＴＩにおいては、ＲＢグループインデ
ックスからのオフセットであるリソースロケーション（たとえば、オフセットは、リソー
ス許可受信構成要素１２１０によってリソース許可で受信され得る）などになるように、
リソースロケーションを決定し得る。
【０１１４】
　[00129]場合によっては、ブロック１７０６において、ＵＥは、アップリンク制御チャ
ネルのためのＲＢの数を決定し得る。通信構成要素６６１は、アップリンク制御チャネル
のためのＲＢの数を決定し得る。たとえば、通信構成要素６６１は、ｅＮＢ１２０４から
受信されたアップリンクリソース許可に少なくとも部分的に基づいて（たとえば、リソー
ス許可によって割り振られたリソースの指示に基づいて）、アップリンク制御チャネルの
ためのＲＢの数を決定し得る。別の例では、通信構成要素６６１は、送信されるべき制御
データのペイロードサイズを決定すること（たとえば、ペイロードのバイト数によるサイ
ズ、ＭＣＳ、および／またはＭＣＳに関係付けられ得る達成可能なスループットなどを決
定すること）に少なくとも部分的に基づいて、アップリンク制御チャネルのためのＲＢの
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数を決定し得る。
【０１１５】
　[00130]ブロック１７０８において、ＵＥは、ＴＴＩの間にアップリンク制御チャネル
を介してアップリンク制御データを送信し得る。通信構成要素６６１は、ＴＴＩの間にア
ップリンク制御チャネルを介してアップリンク制御データを（たとえば、ＵＬＬ／ＬＴＥ
通信１２８２として）送信し得る。説明されたように、アップリンク制御チャネルは、Ｔ
ＴＩ内に１つまたは複数のＲＢまたはＲＢグループを含むＴＴＩにわたるアップリンク制
御チャネルリソースを示す、受信されたリソース許可に従って送信され得る。通信構成要
素６６１は、（たとえば、関係するダウンリンク制御またはデータチャネルのＲＢグルー
プインデックスに基づく）決定されたリソースロケーション、決定されたＲＢの数などに
基づいて制御データを追加的にスケジューリングおよび送信し得る。制御データは、以前
のＴＴＩ、ＳＲなどにおけるダウンリンクチャネルで受信されたデータに対するＡＣＫ／
ＮＡＣＫフィードバックを含み得、通信構成要素６６１は、送信のために異なるシグナリ
ングを追加使用し得る。説明されたように、アップリンク制御データを送信することは、
１つまたは複数のプロセッサ１２０３が、ＲＦフロントエンドなどを介して１つまたは複
数のアンテナを介して送信するための信号を生成するために、トランシーバ１２０６にデ
ータおよび／または関係する信号情報を提供することを含み得る。
【０１１６】
　[00131]たとえば、アップリンク制御データがアップリンク制御チャネルで送信される
べきＳＲに関係する場合、リソース許可生成構成要素１２２０は、ＵＬＬでＳＲを送信す
るためのＲＲＣの構成されたリソース（たとえば、ＲＢおよび／またはサイクリックシフ
ト）を指定する、ＵＥ１２０２のための関連リソース許可を生成し得る。リソース許可受
信構成要素１２１０は、リソース許可を受信し得、通信構成要素６６１は、それに従って
、（たとえば、ＲＢおよび／または対応するサイクリックシフトを使用して）構成された
リソースに基づいてＳＲをｅＮＢ１２０４に送信し得る。一例では、リソース許可生成構
成要素１２２０によって示されたＲＢは、ＲＢの明示的な指示、対応する制御もしくはデ
ータチャネルのＲＢグループインデックスに対応するかまたはそのＲＢグループインデッ
クスからオフセットするＲＢで開始するＲＢの数などを含み得る。
【０１１７】
　[00132]別の例では、ＵＥはブロック１７０８において、場合によってはブロック１７
１０において、制御データの１つまたは複数の値を示すための１つまたは複数の異なるサ
イクリックシフトを使用して制御データを送信し得る。通信構成要素６６１は、制御デー
タの１つまたは複数の値を示すための１つまたは複数のサイクリックシフトを使用して制
御データを送信し得る。たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫのみがアップリンク制御チャネルに
おいて送信される場合、リソース許可生成構成要素１２２０は、ＰＵＣＣＨを介して送信
するための、ＵＥ１２０２のためのリソース許可を生成し得る。リソース許可受信構成要
素１２１０は、リソース許可を受信し得、通信構成要素６６１はそれに従って、ｅＮＢ１
２０４から受信された対応するｕＰＤＣＣＨデータのブロックインデックスに少なくとも
部分的に基づいて、ＰＵＣＣＨを介してｅＮＢ１２０４にＡＣＫ／ＮＡＣＫを送信し得る
。リソース許可生成構成要素１２２０は、通信構成要素６６１がＡＣＫとＮＡＣＫとを送
信する際に利用し得る、ＡＣＫおよびＮＡＣＫのための異なるサイクリックシフトを指定
し得る。たとえば、サイクリックシフト０はＡＣＫのために使用され得る一方、サイクリ
ックシフト６はＮＡＣＫのために使用され得る。加えて、一例では、リソース許可生成構
成要素１２２０は、通信構成要素６６１がＡＣＫまたはＮＡＣＫでＳＲを送信する際に利
用し得る、（たとえば、リソース許可における）ＳＲとＡＣＫまたはＮＡＣＫとの組合せ
送信のための種々のサイクリックシフトを指定し得る。たとえば、サイクリックシフト２
はＡＣＫおよび正のＳＲのために使用され得る一方、サイクリックシフト８はＮＡＣＫお
よび正のＳＲのために使用され得る。
【０１１８】
　[00133]さらに、ブロック１７０８において、ＵＥはまた、場合によってはブロック１
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７１２において、ＲＳの代わりにまたはＲＳとともに制御データを送信し得る。通信構成
要素６６１は、ＲＳの代わりにまたはＲＳとともに制御データを送信し得る。たとえば、
リソース許可は、（たとえば、いつｕＲＳを送信すべきかを決定するための）ＲＳトリガ
を含み得る。ｕＲＳの送信が制御データの送信と衝突する場合、通信構成要素６６１は、
前に説明されたように、ｕＲＳの代わりにまたはｕＲＳとともに制御データを送信すべき
かどうかを決定し得る。たとえば、ｕＲＳがアップリンク制御チャネルｕＰＵＣＣＨの送
信と衝突する場合、通信構成要素６６１は、ｕＰＵＣＣＨを送信してｕＲＳをドロップし
、ｕＲＳを送信してｕＰＵＣＣＨをドロップし得るか（たとえば、ブロック１７０８でア
ップリンク制御データを送信することは任意である）、または両方を送信し得る。たとえ
ば、両方を送信するために、通信構成要素６６１は、それがＳＲまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫ
である場合、ＳＲまたはＡＣＫ／ＮＡＣＫを示すために異なるサイクリックシフトでｕＲ
Ｓを送信することによってｕＰＵＣＣＨを送信し得る。ＳＲとＡＣＫ／ＮＡＣＫの両方が
ｕＲＳとともにスケジュールされていれば、ＳＲはこの場合、ドロップされ得る。
【０１１９】
　[00134]加えて、一例では、ブロック１７１４において、ＵＥは、アップリンク制御チ
ャネルを介して送信するために複数のコードワードまたは複数のキャリアのうちの少なく
とも１つに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫをバンドルし得る。通信構成要素６６１は、アップリ
ンク制御チャネルを介して送信するために（たとえば、ＭＩＭＯ通信またはキャリアアグ
リゲーションにおいて）複数のキャリアを介し得る複数のコードワードのうちの少なくと
も１つに対してＡＣＫ／ＮＡＣＫをバンドルし得る。たとえば、ＡＣＫ／ＮＡＣＫをバン
ドルすることは、複数のコードワードまたはキャリアに対して単一のＡＣＫ／ＮＡＣＫ値
を指定することを含み得る（たとえば、すべての値がＡＣＫであればＡＣＫ、少なくとも
１つの値がＮＡＣＫであればＮＡＣＫなど）。バンドルすることはまた、ＡＣＫ／ＮＡＣ
Ｋ値の空間バンドリングを含み得る。
【０１２０】
　[00135]別の例では、ブロック１７０８においてアップリンク制御データを送信するこ
とは、２つ以上のコードワードおよび／または１つもしくは複数のキャリアの各々につい
て２つ以上のＡＣＫ／ＮＡＣＫビットとしてアップリンク制御データを送信することを含
み得る。加えて、一例では、Ｎを整数として、Ｎ個のキャリアに対してＮ個のＡＣＫ／Ｎ
ＡＣＫビットが生成され得るように、キャリア内の空間バンドリングが有効化され得る。
それに対応して、ｕＰＵＣＣＨは、複数のＡＣＫ／ＮＡＣＫ値を示すためにリソースブロ
ック内のより可能性のあるサイクリックシフトおよび／またはより多数のリソースブロッ
クを利用することによって、２つ以上のＡＣＫ／ＮＡＣＫに適応するように設計され得る
。ブロック１７０８において、２つ以上のリソースブロックがアップリンク制御データを
送信するために使用される場合、あるＲＢによって利用されるサイクリックシフトが、別
のＲＢのものと同じであることも、異なることもあり得る。
【０１２１】
　[00136]一例では、ブロック１７０８においてアップリンク制御データを送信すること
は、周期的ＣＳＩ報告を送信することを含まないこともある。そのような場合、通信構成
要素６６１は、１ｍｓのＴＴＩに基づいて（たとえば、ＬＴＥにおいてＰＵＣＣＨを代わ
りに使用して）周期的ＣＳＩを報告し得る。したがって、たとえば、ブロック１７０８に
おいてアップリンク制御データを送信することは、ｕＰＵＣＣＨを送信することを含み得
るが、ＵＥ１２０２は、同時にまたは異なるＴＴＩにおいてＰＵＣＣＨを送信するように
さらにトリガまたは構成され得る。
【０１２２】
　[00137]別の例では、１シンボルのｕＰＵＣＣＨに加えて、ｕＰＵＣＣＨは２つ以上の
シンボルを占有し得る。したがって、たとえば、ＴＴＩ決定構成要素１２１２は、制御デ
ータを送信するための種々のＴＴＩ（たとえば、シンボル）を決定し得る。さらに、通信
構成要素６６１は、周波数ダイバーシティ利得が達成され得るように、制御データを送信
するための異なるＴＴＩにおいて異なるリソースブロックを決定し得る。一例として、通
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信構成要素６６１は、周波数においてミラーホッピングを使用して２シンボルのｕＰＵＣ
ＣＨ送信が送信され得るように、２つのＴＴＩ（たとえば２シンボル）で使用する異なる
ＲＢを決定し得る（たとえば、ＲＢインデックスｎがあるシンボルで使用される場合、Ｒ
ＢインデックスＮ－ｎが第２のシンボルで使用され得るが、ここで、ＮはＲＢの総数であ
り、たとえばＲＢの数のアップリンク帯域幅に等しい）。たとえば、通信構成要素６６１
は、通信構成要素６６１によって受信された２シンボルのダウンリンク送信、および／ま
たは異なる持続時間（たとえば、１シンボル）のダウンリンク送信に応答して、２シンボ
ルｕＰＵＣＣＨを送信し得る。
【０１２３】
　[00138]図１８は、ＵＬＬにおいてアップリンク制御データを受信するためにＵＥにア
ップリンクリソース許可を（ｅＮＢ１２０４によって）送信するための例示的な方法１８
００を示している。ブロック１８０２において、ｅＮＢは、サブフレーム内のＴＴＩを決
定することに基づいて、ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成し得る。一態様で
は、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである、シンボル、いくつ
かのシンボル、スロットなどを含む。リソース許可生成構成要素１２２０は、サブフレー
ム内のＴＴＩを決定することに基づいて、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１２０２）のためのアッ
プリンクリソース許可を生成し得る。たとえば、ＴＴＩは、サブフレーム中の複数のシン
ボルのサブセットであるいくつかのシンボルを含むことができ、リソース許可は、一例に
おいて、ＴＴＩ持続時間、通信技術のタイプ（たとえば、ＵＬＬ）などを示すために生成
され得る。さらに、たとえば、ＴＴＩは、説明されたように、シンボル持続時間、複数シ
ンボル持続時間、スロット持続時間などであり得る。
【０１２４】
　[00139]ブロック１８０４において、ｅＮＢは、ＵＥにアップリンクリソース許可を送
信し得る。スケジューリング構成要素６０２は、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１２０２）にアッ
プリンクリソース許可（たとえば、アップリンクリソース許可１２８０）を送信し得る。
説明されたように、たとえば、スケジューリング構成要素６０２は、（たとえば、シンボ
ルまたはサブフレームよりも小さいＴＴＩの他の持続時間を使用して）ＵＬＬにおいてダ
ウンリンク制御チャネルを介してＵＥにアップリンクリソース許可を送信し得る。さらに
、アップリンクリソース許可は、上記で説明されたように、アップリンク制御および／も
しくはデータチャネルのためのＲＢグループインデックス、ならびに／または制御データ
を送信するためのＲＢグループインデックスを決定するために使用され得る他のパラメー
タなど、アップリンクリソースに関する１つまたは複数の態様を示し得る。説明されたよ
うに、アップリンクリソース許可を送信することは、１つまたは複数のプロセッサ１２５
３が、ＲＦフロントエンドなどを介して１つまたは複数のアンテナを介して送信するため
の信号を生成するために、トランシーバ１２５６にデータおよび／または関係する信号情
報を提供することを含み得る。
【０１２５】
　[00140]場合によっては、ブロック１８０６において、ｅＮＢは、アップリンクリソー
ス許可において示されたものに関係するリソースを介して、ＵＥから制御データを受信し
得る。スケジューリング構成要素６０２は、アップリンクリソース許可において示された
ものに関係するリソースを介して、ＵＥ（たとえば、ＵＥ１２０２）から（たとえば、Ｕ
ＬＬ／ＬＴＥ通信１２８２として）制御データを受信し得る。たとえば、スケジューリン
グ構成要素６０２は、アップリンクリソース許可において示されたＴＴＩからのＴＴＩの
オフセット数であるＴＴＩにおけるリソースを介して、ＵＥ１２０２から制御データを受
信し得る。さらに、制御データのブロック１８０６におけるｅＮＢ受信は、場合によって
は、ブロック１８０８において、リソースにわたる１つもしくは複数のコードワードおよ
び／または１つもしくは複数のキャリアに対するバンドルされた制御データを含み得る。
スケジューリング構成要素６０２は、リソースにわたる１つもしくは複数のコードワード
および／または１つもしくは複数のキャリアに対するバンドルされた制御データを受信し
得る。説明されたように、これは、コードワードおよび／またはキャリアに対する単一の
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ＡＣＫ／ＮＡＣＫインジケータを受信することを含み得る（たとえば、少なくとも１つの
コードワードまたはキャリアがＮＡＣＫを示す場合はＮＡＣＫ、そうでない場合はＡＣＫ
）。スケジューリング構成要素６０２はしたがって、バンドルされたフィードバックに基
づいて、１つまたは複数のキャリアを介して１つまたは複数のコードワードを再送信し得
る。
【０１２６】
　[00141]場合によっては、ブロック１８１０において、ｅＮＢは、制御データを送信す
るために使用されるサイクリックシフトを決定することに少なくとも部分的に基づいて、
制御データの値を決定し得る。スケジューリング構成要素６０２は、制御データを送信す
るために使用されるサイクリックシフトを決定することに少なくとも部分的に基づいて、
制御データの値を決定し得る。たとえば、スケジューリング構成要素６０２が０のサイク
リックシフトを使用してＡＣＫ／ＮＡＣＫシグナリングを観測する場合、これはＡＣＫを
示し得、ここで６のサイクリックシフトはＮＡＣＫを示し得る。同様に、制御データがＳ
ＲとＡＣＫ／ＮＡＣＫとを含む場合、説明されたように、異なるサイクリックシフティン
グが使用され得る。いずれにしても、スケジューリング構成要素６０２は、サイクリック
シフティングに少なくとも部分的に基づいて制御データ値を決定し得る。
【０１２７】
　[00142]開示されたプロセスにおけるステップの特定の順序または階層は、例示的な手
法の例示であることを理解されたい。設計上の選好に基づいて、プロセスにおけるステッ
プの特定の順序または階層は再構成されてもよいことを理解されたい。さらに、いくつか
のステップは、組み合わされるか、または省略される場合がある。添付の方法クレームは
、様々なステップの要素を例示的な順序において提示したものであり、提示された特定の
順序または階層に限定されるものではない。
【０１２８】
　[00143]以上の説明は、本明細書で説明された様々な態様を当業者が実施できるように
するために提供されている。これらの態様への様々な変更は当業者には容易に明らかであ
り、本明細書で定義された一般的原理は他の態様に適用され得る。したがって、特許請求
の範囲は、本明細書で示された態様に限定されるものではなく、クレーム文言に矛盾しな
い全範囲を与えられるべきであり、単数形の要素への言及は、そのように明記されていな
い限り、「唯一無二の」を意味するものではなく、「１つまたは複数の」を意味するもの
である。別段に明記されていない限り、「いくつかの」という用語は１つまたは複数を指
している。当業者に知られている、または後に知られることになる、本明細書で説明され
た様々な態様の要素に対するすべての構造的および機能的均等物が、参照によって本明細
書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されることが意図される。その上、
本明細書において開示されるものは、そのような開示が特許請求の範囲において明示的に
列挙されているかどうかにかかわらず、公に供されることは意図されていない。「ための
手段」という句を使用して要素が明確に列挙されていない限り、いかなるクレーム要素も
ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するための方法であって、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからア
ップリンクリソース許可を受信することと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定することと、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記サブフレ
ーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える、
　前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において指定されたリソースを介して
前記ネットワークエンティティに通信を送信することと
を備える方法。
［Ｃ２］
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　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記アップリンクリソース許可の構成された開始オフセットまたはシステム帯域幅のう
ちの少なくとも１つに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定する
ことをさらに備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ９］
　シンボルタイプに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するこ
とをさらに備え、前記シンボルタイプが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のため
に構成可能な第１のタイプ、またはＳＲＳ送信のために構成可能ではない第２のタイプを
備える、Ｃ４に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記アップリンクリソース許可を受信することは、多段階リソース許可の一部であり、
第１段階の許可が変調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコ
ーディング情報のうちの少なくとも１つを含み、第２段階の許可が新規データインジケー
タ、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ
、復調基準信号サイクリックシフト、ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期
的チャネル状態情報トリガリングインジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可
における割り振られたリソースの指示、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも
１つを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定することをさらに備
え、前記通信を送信することが、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算されたＴＢ
Ｓに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記ＴＴＩを決定することは、第１のＴＴＩを決定することを備え、前記方法は、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信することと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレームを備え
る、
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をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リ
ソースを介した前記通信と並行して、前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンクリ
ソース許可において指定された前記リソースを介して前記ネットワークエンティティに他
の通信を送信することをさらに備える、Ｃ１２に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第２のアップリンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の
送信よりも、前記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定さ
れた前記リソースを介した通信の送信を優先させることをさらに備える、Ｃ１２に記載の
方法。
［Ｃ１５］
　優先させることは、前記ＴＴＩまたは前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンク
リソース許可において指定された前記リソースを介した通信の送信をドロップすることを
備える、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２のアップリンクリソース許可は、ロングタームエボリューションにおいて、物
理アップリンク制御チャネル、物理アップリンク共有チャネル、またはサウンディング基
準信号のうちの１つに対応する、Ｃ１４に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記ＴＴＩにわたるチャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にする
ために、前記アップリンクリソース許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複
数の変調シンボルをパンクチャすることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、１つまたは複数の決定された値を有する、Ｃ１
７に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ２０］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのユーザ機器であって、
　トランシーバと、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバスを介して前記トランシーバと
通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバと
通信可能に結合されたメモリと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　前記トランシーバを介して、前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネッ
トワークエンティティからアップリンクリソース許可を受信することと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定することと、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記サブフレ
ーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える、
　前記トランシーバを介して、前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において
指定されたリソースを介して前記ネットワークエンティティに通信を送信することとを行
うように動作可能である、ユーザ機器。
［Ｃ２１］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
２０に記載のユーザ機器。
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［Ｃ２２］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ２０に記載のユーザ機器。
［Ｃ２３］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ２０に記載のユーザ機器。
［Ｃ２４］
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、Ｃ２３に記載のユーザ機
器。
［Ｃ２５］
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、Ｃ２３に記載のユーザ機器。
［Ｃ２６］
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、Ｃ２３に記載のユーザ機器。
［Ｃ２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記アップリンクリソース許可
の構成された開始オフセットまたはシステム帯域幅のうちの少なくとも１つに基づいて、
前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するようにさらに動作可能である、Ｃ
２３に記載のユーザ機器。
［Ｃ２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、シンボルタイプに基づいて、前
記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを決定するようにさらに動作可能であり、前記
シンボルタイプが、サウンディング基準信号（ＳＲＳ）送信のために構成可能な第１のタ
イプ、またはＳＲＳ送信のために構成可能ではない第２のタイプを備える、Ｃ２３に記載
のユーザ機器。
［Ｃ２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、多段階リソース許可の一部とし
て前記アップリンクリソース許可を受信するように動作可能であり、第１段階の許可が変
調およびコーディング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のう
ちの少なくとも１つを含み、第２段階の許可が新規データインジケータ、ハイブリッド自
動再送／要求（ＨＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイ
クリックシフト、ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報
トリガリングインジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られ
たリソースの指示、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ２０
に記載のユーザ機器。
［Ｃ３０］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、トランスポートブロックサイズ
（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定し、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算され
たＴＢＳに少なくとも部分的に基づいて前記通信を送信するようにさらに動作可能である
、Ｃ２０に記載のユーザ機器。
［Ｃ３１］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、第１のＴＴＩを決定することに
基づいて前記ＴＴＩを決定するように、また、
　前記トランシーバを介して、前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記
ネットワークエンティティから第２のアップリンクリソース許可を受信することと、
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　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレームを備え
る、
を行うように動作可能である、Ｃ２０に記載のユーザ機器。
［Ｃ３２］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記トランシーバを介して、前
記第１のＴＴＩに関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リソー
スを介した前記通信と並行して、前記第２のＴＴＩの間に前記第２のアップリンクリソー
ス許可において指定された前記リソースを介して前記ネットワークエンティティに他の通
信を送信するようにさらに動作可能である、Ｃ３１に記載のユーザ機器。
［Ｃ３３］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記第２のアップリンクリソー
ス許可において指定された前記リソースを介した通信の送信よりも、前記第１のＴＴＩに
関係する前記アップリンクリソース許可において指定された前記リソースを介した通信の
送信を優先させるようにさらに動作可能である、Ｃ３１に記載のユーザ機器。
［Ｃ３４］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記ＴＴＩまたは前記第２のＴ
ＴＩの間に前記第２のアップリンクリソース許可において指定された前記リソースを介し
た通信の送信をドロップすることによって、通信の前記送信を、少なくとも部分的に、優
先させるように動作可能である、Ｃ３３に記載のユーザ機器。
［Ｃ３５］
　前記第２のアップリンクリソース許可は、ロングタームエボリューションにおいて、物
理アップリンク制御チャネル、物理アップリンク共有チャネル、またはサウンディング基
準信号のうちの１つに対応する、Ｃ３３に記載のユーザ機器。
［Ｃ３６］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記ＴＴＩにわたるチャネル推
定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にするために、前記アップリンクリソー
ス許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複数の変調シンボルをパンクチャす
るようにさらに動作可能である、Ｃ２０に記載のユーザ機器。
［Ｃ３７］
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、１つまたは複数の決定された値を有する、Ｃ３
６に記載のユーザ機器。
［Ｃ３８］
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、Ｃ３６に記載のユーザ機器。
［Ｃ３９］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのユーザ機器であって、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからア
ップリンクリソース許可を受信するための手段と、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定するための手段と、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記サ
ブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える、
　前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において指定されたリソースを介して
前記ネットワークエンティティに通信を送信するための手段と
を備えるユーザ機器。
［Ｃ４０］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
３９に記載のユーザ機器。
［Ｃ４１］
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　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ３９に記載のユーザ機器。
［Ｃ４２］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ３９に記載のユーザ機器。
［Ｃ４３］
　前記アップリンクリソース許可を受信するための前記手段は、多段階リソース許可の一
部として前記アップリンクリソース許可を受信し、第１段階の許可が変調およびコーディ
ング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも１
つを含み、第２段階の許可が新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（Ｈ
ＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト、
ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングイン
ジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指示
、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ３９に記載のユーザ機
器。
［Ｃ４４］
　トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定するための手段をさ
らに備え、送信するための前記手段が、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算され
たＴＢＳに少なくとも部分的に基づいて前記通信を送信する、Ｃ３９に記載のユーザ機器
。
［Ｃ４５］
　前記ＴＴＩを決定するための前記手段は、第１のＴＴＩを決定し、前記ユーザ機器は、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信するための手段と、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定するための手段と、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレーム
を備える、
をさらに備える、Ｃ３９に記載のユーザ機器。
［Ｃ４６］
　前記ＴＴＩにわたるチャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にする
ために、前記アップリンクリソース許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複
数の変調シンボルをパンクチャするための手段をさらに備える、Ｃ３９に記載のユーザ機
器。
［Ｃ４７］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのコンピュータ実行可能コードを備える
コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためにネットワークエンティティからア
ップリンクリソース許可を受信するためのコードと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいてサブフレーム内のアップリンク送信のための
送信時間間隔（ＴＴＩ）を決定するためのコードと、ここにおいて、前記ＴＴＩが、前記
サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備える
、
　前記ＴＴＩの間に前記アップリンクリソース許可において指定されたリソースを介して
前記ネットワークエンティティに通信を送信するためのコードと
を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ４８］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
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続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
４７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ４９］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ４７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ５０］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ４７に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
［Ｃ５１］
　前記アップリンクリソース許可を受信するための前記コードは、多段階リソース許可の
一部として前記アップリンクリソース許可を受信し、第１段階の許可が変調およびコーデ
ィング方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも
１つを含み、第２段階の許可が新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（
ＨＡＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト
、ＵＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングイ
ンジケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指
示、またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む、Ｃ４７に記載のコンピ
ュータ可読記憶媒体。
［Ｃ５２］
　トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）スケーリング係数を決定するためのコードを
さらに備え、送信するためのコードが、前記ＴＢＳスケーリング係数に基づいて計算され
たＴＢＳに少なくとも部分的に基づいて前記通信を送信する、Ｃ４７に記載のコンピュー
タ可読記憶媒体。
［Ｃ５３］
　前記ＴＴＩを決定するための前記コードは、第１のＴＴＩを決定し、前記コンピュータ
可読記憶媒体は、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するために前記ネットワークエンティティか
ら第２のアップリンクリソース許可を受信するためのコードと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて第２のアップリンク送信のための第２
のＴＴＩを決定するためのコードと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩが前記サブフレー
ムを備える、
をさらに備える、Ｃ４７に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ５４］
　前記ＴＴＩにわたるチャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つを容易にする
ために、前記アップリンクリソース許可に対応する変調シンボルのセットで１つまたは複
数の変調シンボルをパンクチャするためのコードをさらに備える、Ｃ４７に記載のコンピ
ュータ可読記憶媒体。
［Ｃ５５］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するための方法であって、
　サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備え
る送信時間間隔（ＴＴＩ）に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のためのアップリンク通信を
スケジュールするために、前記ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成することと
、
　前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信することと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいて前記ＴＴＩの間に前記ＵＥから前記アップリ
ンク通信を受信することと
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を備える方法。
［Ｃ５６］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
５５に記載の方法。
［Ｃ５７］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５８］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ５９］
　前記アップリンクリソース許可は、少なくとも２つのＲＢグループを割り振り、前記少
なくとも２つのＲＢグループは、周波数において連続している、Ｃ５８に記載の方法。
［Ｃ６０］
　前記１つまたは複数のＲＢグループは、実質的に等しい数のＲＢを各々が有する２つ以
上のＲＢグループを備える、Ｃ５８に記載の方法。
［Ｃ６１］
　前記１つまたは複数のＲＢグループの各々は、ある数のＲＢを備え、前記数が２、３、
または５の整数倍である、Ｃ５８に記載の方法。
［Ｃ６２］
　前記アップリンクリソース許可における構成された開始オフセットまたはシステム帯域
幅のうちの少なくとも１つに基づいて、前記１つまたは複数のＲＢグループのサイズを示
すことをさらに備える、Ｃ５８に記載の方法。
［Ｃ６３］
　前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信することは、変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも１つを
含む第１段階の許可と、新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト、ＵＬ
Ｌ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングインジケ
ータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指示、ま
たはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む第２段階の許可と、を備える多
段階リソース許可を前記ＵＥに通信することを備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ６４］
　前記アップリンク通信においてトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）をスケーリン
グするために、前記ＵＥにＴＢＳスケーリング係数を通信することをさらに備える、Ｃ５
５に記載の方法。
［Ｃ６５］
　第２のＴＴＩに基づいて付加的なアップリンク通信をスケジュールするために、前記Ｕ
Ｅまたは１つもしくは複数の他のＵＥのための第２のアップリンクリソース許可を生成す
ることと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩの第２の持続時間が前記サブフレームを備え
る、
　前記ＵＥまたは前記１つもしくは複数の他のＵＥに前記第２のアップリンクリソース許
可を通信することと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて前記第２のＴＴＩの間に、前記ＵＥま
たは前記１つもしくは複数の他のＵＥから前記付加的なアップリンク通信を受信すること
と



(55) JP 6342580 B2 2018.6.13

10

20

30

40

50

をさらに備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ６６］
　前記付加的なアップリンク通信を受信することは、前記アップリンク通信と並行して前
記付加的なアップリンク通信を受信することを備える、Ｃ６５に記載の方法。
［Ｃ６７］
　前記アップリンク通信で受信された１つまたは複数の変調シンボルと、構成された変調
シンボルのセットとを比較することに少なくとも部分的に基づいて、チャネル推定または
干渉推定のうちの少なくとも１つを実行することをさらに備える、Ｃ５５に記載の方法。
［Ｃ６８］
　前記１つまたは複数の変調シンボルは、前記アップリンクリソース許可に対応する変調
次数よりも低い前記変調次数を有する、Ｃ６７に記載の方法。
［Ｃ６９］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するための発展型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって
、
　トランシーバと、
　前記ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのバスを介して前記トランシーバと
通信可能に結合された少なくとも１つのプロセッサと、
　前記バスを介して前記少なくとも１つのプロセッサおよび／または前記トランシーバと
通信可能に結合されたメモリと
を備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルあるい
はシンボルのスロットを少なくとも備える送信時間間隔（ＴＴＩ）に基づいて、ユーザ機
器（ＵＥ）のためのアップリンク通信をスケジュールするために、前記ＵＥのためのアッ
プリンクリソース許可を生成することと、
　前記トランシーバを介して、前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信すること
と、
　前記トランシーバを介して、前記アップリンクリソース許可に基づいて前記ＴＴＩの間
に前記ＵＥから前記アップリンク通信を受信することと
を行うように動作可能である、ｅＮＢ。
［Ｃ７０］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
６９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７１］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ６９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７２］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ６９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７３］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、変調およびコーディング方式（
ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも１つを含む第
１段階の許可と、新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲＱ）プ
ロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト、ＵＬＬ基準
信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングインジケータ、
もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指示、またはそ
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れらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む第２段階の許可と、を備える多段階リ
ソース許可として前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信するように構成される
、Ｃ６９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７４］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記トランシーバを介して、前
記アップリンク通信においてトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）をスケーリングす
るために、前記ＵＥにＴＢＳスケーリング係数を通信するようにさらに構成される、Ｃ６
９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７５］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、
　第２のＴＴＩに基づいて付加的なアップリンク通信をスケジュールするために、前記Ｕ
Ｅまたは１つもしくは複数の他のＵＥのための第２のアップリンクリソース許可を生成す
ることと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩの第２の持続時間が前記サブフレームを備え
る、
　前記トランシーバを介して、前記ＵＥまたは前記１つもしくは複数の他のＵＥに前記第
２のアップリンクリソース許可を通信することと、
　前記トランシーバを介して、前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて前記第２
のＴＴＩの間に、前記ＵＥまたは前記１つもしくは複数の他のＵＥから前記付加的なアッ
プリンク通信を受信することと
を行うようにさらに構成される、Ｃ６９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７６］
　前記少なくとも１つのプロセッサおよび前記メモリは、前記アップリンク通信で受信さ
れた１つまたは複数の変調シンボルと、構成された変調シンボルのセットとを比較するこ
とに少なくとも部分的に基づいて、チャネル推定または干渉推定のうちの少なくとも１つ
を実行するようにさらに構成される、Ｃ６９に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７７］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するための発展型ＮｏｄｅＢ（ｅＮＢ）であって
、
　サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備え
る送信時間間隔（ＴＴＩ）に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のためのアップリンク通信を
スケジュールするために、前記ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成するための
手段と、
　前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信するための手段と、
　前記アップリンクリソース許可に基づいて前記ＴＴＩの間に前記ＵＥから前記アップリ
ンク通信を受信するための手段と
を備えるｅＮＢ。
［Ｃ７８］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
７７に記載のｅＮＢ。
［Ｃ７９］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ７７に記載のｅＮＢ。
［Ｃ８０］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
制御またはデータ送信のために前記１つまたは複数のシンボルの少なくとも一部分の中に
１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ７７に記載のｅＮＢ。
［Ｃ８１］
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　前記アップリンクリソース許可を通信するための前記手段は、変調およびコーディング
方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも１つを
含む第１段階の許可と、新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡＲ
Ｑ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト、ＵＬ
Ｌ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングインジケ
ータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指示、ま
たはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む第２段階の許可と、を備える多
段階リソース許可として前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信する、Ｃ７７に
記載のｅＮＢ。
［Ｃ８２］
　前記アップリンク通信においてトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）をスケーリン
グするために、前記ＵＥにＴＢＳスケーリング係数を通信するための手段をさらに備える
、Ｃ７７に記載のｅＮＢ。
［Ｃ８３］
　第２のＴＴＩに基づいて付加的なアップリンク通信をスケジュールするために、前記Ｕ
Ｅまたは１つもしくは複数の他のＵＥのための第２のアップリンクリソース許可を生成す
るための手段と、ここにおいて、前記第２のＴＴＩの第２の持続時間が前記サブフレーム
を備える、
　前記ＵＥまたは前記１つもしくは複数の他のＵＥに前記第２のアップリンクリソース許
可を通信するための手段と、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて前記第２のＴＴＩの間に、前記ＵＥま
たは前記１つもしくは複数の他のＵＥから前記付加的なアップリンク通信を受信するため
の手段と
をさらに備える、Ｃ７７に記載のｅＮＢ。
［Ｃ８４］
　前記アップリンク通信で受信された１つまたは複数の変調シンボルと、構成された変調
シンボルのセットとを比較することに少なくとも部分的に基づいて、チャネル推定または
干渉推定のうちの少なくとも１つを実行するための手段をさらに備える、Ｃ７７に記載の
ｅＮＢ。
［Ｃ８５］
　ワイヤレスネットワークにおいて通信するためのコンピュータ実行可能コードを備える
コンピュータ可読記憶媒体であって、前記コードは、
　サブフレーム中の複数のシンボルのサブセットである１つまたは複数のシンボルを備え
る送信時間間隔（ＴＴＩ）に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）のためのアップリンク通信を
スケジュールするために、前記ＵＥのためのアップリンクリソース許可を生成するための
コードと、
　前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信するためのコードと、
　前記アップリンクリソース許可に基づいて前記ＴＴＩの間に前記ＵＥから前記アップリ
ンク通信を受信するためのコードと
を備えるコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ８６］
　前記ＴＴＩの持続時間は、シンボル持続時間、２シンボル持続時間、またはスロット持
続時間のうちの少なくとも１つを備え、前記サブフレームが２つのスロットを備える、Ｃ
８５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ８７］
　前記ＴＴＩにおける前記１つまたは複数のシンボルの各々は、直交周波数分割多重化（
ＯＦＤＭ）シンボルまたはシングルキャリア周波数分割多重化（ＳＣ－ＦＤＭ）シンボル
のうちの１つに基づく、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ８８］
　前記アップリンクリソース許可は、１つまたは複数のアップリンクチャネル上における
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１つまたは複数のリソースブロック（ＲＢ）グループを割り振り、前記１つまたは複数の
ＲＢグループの各々は、複数のＲＢを備える、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読記憶媒体
。
［Ｃ８９］
　前記アップリンクリソース許可を通信するための前記コードは、変調およびコーディン
グ方式（ＭＣＳ）、送信電力制御、またはプリコーディング情報のうちの少なくとも１つ
を含む第１段階の許可と、新規データインジケータ、ハイブリッド自動再送／要求（ＨＡ
ＲＱ）プロセスアイデンティティ、デルタＭＣＳ、復調基準信号サイクリックシフト、Ｕ
ＬＬ基準信号トリガリングインジケータ、非周期的チャネル状態情報トリガリングインジ
ケータ、もしくは前記アップリンクリソース許可における割り振られたリソースの指示、
またはそれらの任意の組合せのうちの少なくとも１つを含む第２段階の許可と、を備える
多段階リソース許可として前記ＵＥに前記アップリンクリソース許可を通信する、Ｃ８５
に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ９０］
　前記アップリンク通信においてトランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）をスケーリン
グするために、前記ＵＥにＴＢＳスケーリング係数を通信するためのコードをさらに備え
る、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ９１］
　第２のＴＴＩに基づいて付加的なアップリンク通信をスケジュールするために、前記Ｕ
Ｅまたは１つもしくは複数の他のＵＥのための第２のアップリンクリソース許可を生成す
るためのコードと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩの第２の持続時間が前記サブフレー
ムを備える、
　前記ＵＥまたは前記１つもしくは複数の他のＵＥに前記第２のアップリンクリソース許
可を通信するためのコードと、
　前記第２のアップリンクリソース許可に基づいて前記第２のＴＴＩの間に、前記ＵＥま
たは前記１つもしくは複数の他のＵＥから前記付加的なアップリンク通信を受信するため
のコードと
をさらに備える、Ｃ８５に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
［Ｃ９２］
　前記アップリンク通信で受信された１つまたは複数の変調シンボルと、構成された変調
シンボルのセットとを比較することに少なくとも部分的に基づいて、チャネル推定または
干渉推定のうちの少なくとも１つを実行するためのコードをさらに備える、Ｃ８５に記載
のコンピュータ可読記憶媒体。
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